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重松 益野さん（惣分） 
明治３３年生 

松田 一野さん（可真下） 
明治３８年生 

重利登志子さん（西軽部） 
明治３７年生 

草下サハヱさん（桜が丘東１丁目） 
明治３８年生 

　
九
月
十
五
日
は
、「
老
人
の
日
」
、十
五

日
〜
二
十
一
日
は
「
老
人
週
間
」
で

す
。
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律（
祝
日
法
）で
は
「
多
年
に

わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て

き
た
老
人
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う
」
こ
と
を

趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。 

　
赤
磐
市
の
最
高
齢

者
は
百
六
歳
の
重
松

益
野
さ
ん
。
そ
し
て
、

老
い
て
ま
す
ま
す
お
元

気
な
百
歳
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
赤
磐
市
に
は
六
十
歳
以

上
の
人
が
一
万
三
千
七
百

九
十
五
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
れ
は
、赤
磐
市
の
人
口
四
万
五
千

五
百
八
人
の
う
ち
の
三

割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、赤
磐
市
に
は
平

成
十
八
年
九
月
一
日
現
在
、

百
歳
以
上
の
人
が
十
四

人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

老
人
週
間
に
よ
せ
て
、お

訪
ね
し
、お
会
い
で
き
た

人
に
は
写
真
を
撮
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
長
寿
の
皆
さ
ん
に
共
通
し
た
長
生
き
の
秘
け

つ
は
、食
事
を
お
い
し
く
い
た
だ
く
こ
と
、明
る

く
過
ご
す
こ
と
の
よ
う
で
す
。 

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
は

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
は 

　昨年につづき、赤磐市の最高齢者
はますますお元気。お風呂上りにお
訪ねしたら、コーヒーとバームク
ーヘンをおいしそうに召し上
がっておられました。 

　背筋がピーンと張っています。それもそ
のはず、趣味は書道とか。ほとんど毎日、
バスに乗って熊山病院のリハビリに通
っています。帰り道に好きな果物
などを買うのが楽しみです。 

　週２回デイサービスを利用。
大好きなお風呂に入って、
おいしく食事をいただい
ています。 

　「うなぎが大好き。サハヱという名は、
祖母からもらったものです。祖母は
幸せな人でしたから・・・」と笑顔で
お話くださいました。 
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岡野健次郎さん（吉原） 
明治３９年生 

　よく動きおいしく食べることが長
生きの秘けつだそうです。９５歳の奥
さんと仲良くお過ごしください。 

　
九
月
四
日
（
月
）
、荒
嶋
市
長
ら
が
五
日
に
百
歳

を
迎
え
ら
れ
る
片
山
ふ
き
よ
さ
ん
を
、入
所
中
の
ア

ル
テ
ピ
ア
せ
と
へ
お
訪
ね
し
ま
し
た
。 

　
片
山
さ
ん
に
は
県
と
市
か
ら
羽
根
布
団
な
ど
の

記
念
品
が
贈
ら
れ
、市
長
が
花
束
を
渡
す
と
、笑
顔

で
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
長
寿
の
秘
訣
を
「
毎
日
、神
様
を
拝
み
、

好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
お
い
し

く
い
た
だ
く
こ
と
、
夜
は
よ

く
休
み
、
入
所
さ
れ
て
い

る
み
ん
な
と
一
緒
に
毎

日
を
楽
し
く
、感
謝
の
気

持
ち
を
も
っ
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。 

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
は 

直原 万里さん（黒沢） 
明治３８年生 

　若いころからたしなんでいた
書道を時々ですが書いておられ
るそうです。毎日穏やかに過ご
しています。 

津島 一子さん（上市） 
明治３９年生 

　歌がとってもお上手で、訪問したこ
の日も「君が代」を聞かせてく
ださいました。魚や野菜が
好きで陽気な一子さ
んです。 

下村次三郎さん（吉原） 
明治３８年生 

毎朝８時から電動三輪車を運転して熊山
病院へリハビリに通っています。この日は
雨でしたが、傘を差しての通院。帰りはシ
ョッピングに近くのお店へ立ち寄ります。
お店の中まで車で入っていくのに
は驚きました。なかなか運転

が上手です。 

百
歳
訪
問 

お
め
で
と
う
！ 

片
山
ふ
き
よ
さ
ん
（
周
匝
） 
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赤磐市ふるさと祭り 

　地域特産品の販売、郷土芸能の披露などを予定
しています。秋の一日を楽しみましょう。 
　皆さんのお越しをお待ちしています。 
 
 
 
■場　所／赤坂ファミリー公園多目的広場 

■催し物／バルーンシヨー、歌謡ショー、郷土芸能、 
地域特産品の販売、模擬店など 

　　　　　 

■第１駐車場／赤坂ファミリー公園ふれあい広場 

■第２駐車場／グローリー工業株式会社敷地 
（ＪＡあかいわ赤坂支店隣） 

　※第２駐車場からはシャトルバスを運行します。 
 
　詳しくは、新聞折り込みで配布するチラシをご覧
ください。 
 
■問い合わせ先　 
　本庁産業振興課 1０８６-９５５-６１７５ 

　市民がお互いにふれあい、生涯スポーツにつな
がるきっかけづくりをお手伝いします。お気軽にご
参加ください。 
 
 
 
■開会式／午前９時 

山陽ふれあい公園多目的広場 

■グラウンドゴルフ教室・ 
　ニュースポーツ体験コーナー／ 
　¡山陽ふれあい公園　¡赤坂ファミリー公園 
　¡磐梨小学校運動場・体育館 
　¡草生多目的広場　¡吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

■サッカー教室／桜が丘運動場 

■テニス教室／赤坂運動広場テ二スコート 

■ホッケー教室／熊山運動公園多目的広場 

■少年ソフトボール教室／吉井グラウンド 

■健康メディカルチェック 
　山陽ふれあい公園フィットネスアリーナ 

■骨密度コーナー／山陽ふれあい公園幼児室 

■施設開放／ 
　¡山陽ふれあい公園テニスコート・プール 
　¡熊山運動公園テニスコート 
　¡吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターテニスコート・プール 
　　　　　　 
　詳しくは、１０月初旬に新聞折り込みで配布する
チラシをご覧ください。 
 
■問い合わせ先 
　教育委員会社会教育課 1０８６-９５５-０７３８ 

10月22日（日）午前9時～午後3時 
※小雨決行 

10月8日（日） 午前9時～午後2時 
※小雨決行 

さあ出かけよう！赤坂ファミリー公園へ 

スポレクフェステ赤磐 
秋の一日をスポーツ・レクリエーションに親しもう 

▲山陽ふれあい公園施設開放（プール） ▲バルーンショー 

アグリ 

赤磐市赤坂支所 

赤坂中学校 

あかいわ農協 
赤坂支店 

サッポロワイン 
岡山ワイナリー 

第１駐車場 

第２駐車場（グローリー!敷地） 

会場（赤坂ファミリー公園） 

赤坂レイクサイド 
カントリークラブ 

赤坂天然ライス 

軽部小学校 

赤坂公民館 

↑吉井方面 

熊山方面→ 
↓山陽方面 
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赤
磐
市
で
は
、
交
通
問
題
の

解
決
や
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
「
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ

イ
ド
駐
車
場
」
を
整
備
し
八
月

二
十
五
日
か
ら
利
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
穂
崎
地
内
の
山
陽
自

動
車
道
高
架
下
の
土
地
を
独
立

行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・

債
務
返
済
機
構
か
ら
、
赤
磐
市

が
無
償
で
借
り
受
け
、
五
十
八

台
分
の
駐
車
場
を
整
備
し
た
も

の
で
す
。 

                      

           

　
都
心
部
や
都
市
周
辺
部
な
ど

の
道
路
混
雑
や
駐
車
場
不
足
に

対
処
す
る
た
め
、
バ
ス
と
自
動

車
と
の
連
携
を
図
る
取
り
組
み

で
、
混
雑
地
区
の
外
側
に
駐
車

場
を
設
置
し
、
自
動
車
か
ら
バ

ス
に
乗
り
換
え
て
目
的
地
に
向

か
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

    
　
「
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
駐

車
場
」
を
利
用
で
き
る
人
は
、

自
家
用
車
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換

え
る
人
の
み
で
す
。 

    

　
「
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
駐

車
場
」
を
利
用
す
る
に
は
、
「
パ

ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム

赤
磐
市
穂
崎
駐
車
場
利
用
証
」

が
必
要
で
す
。 

　
利
用
証
の
交
付
を
受
け
る
に

は
、
赤
磐
市
建
設
課
ま
た
は
宇

野
自
動
車
本
社
定
期
券
購
入
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
利
用

証
を
そ
の
場
で
交
付
し
ま
す
。 

    

　
「
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
駐

車
場
」
の
駐
車
枠
の
指
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
空
い
て
い
る
と
こ

ろ
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。 

               

        
   

　
「
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
駐

車
場
」
の
利
用
時
間
は
、
午
前

六
時
か
ら
午
前
零
時
三
十
分
の

間
で
す
。
ま
た
、
駐
車
場
の
利

用
料
金
は
無
料
で
す
。 

  

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈ 

　
本
庁
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
４
８
６ 

環
境
に
優
し
い
車
社
会
の
実
現
を 

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
駐
車
場
利
用
開
始 

休止バス路線 
新規バス路線 
休止停留所 
新規停留所 

←至
 岡
山市
 

山陽自動車道 

県道可真
上 

山陽線 

至 瀬戸町 
↓ 

主要
地方
道 
岡山
吉井
線 

パーク＆バスライド駐車場 
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nformation
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、行
政

が
政
策
の
立
案
な
ど
を
行
お
う
と

す
る
際
に
、そ
の
案
を
公
表
し
、広

く
住
民
か
ら
意
見
や
情
報
を
提
出

し
て
も
ら
い
、提
出
さ
れ
た
意
見
な

ど
を
考
慮
し
て
最
終
的
な
意
思
決

定
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
赤
磐
市
で
は
、こ
れ
ま
で
も
、市
の

各
部
局
で
計
画
案
な
ど
を
つ
く
る

際
に
、個
別
に
そ
の
原
案
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
公
表
し
、ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
が（
赤
磐
市
総
合

計
画
、赤
磐
市
行
財
政
改
革
大
綱

な
ど
）、こ
の
度
、「
あ
か
い
わ
市
民
提

案
制
度（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）実
施

要
綱
」
を
制
定
す
る
こ
と
で
市
役
所

統
一
の
実
施
基
準
を
設
け
、
全
庁

的
に
取
り
組
み
ま
す
。（
十
月
一
日

か
ら
） 

 

◆
制
度
を
実
施
す
る
機
関 

　
™
市
長 

　
™
教
育
委
員
会 

　
™
選
挙
管
理
委
員
会 

　
™
監
査
委
員 

　
™
農
業
委
員
会 

　
™
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会 

　
™
公
営
企
業
管
理
者 

※
こ
れ
ら
を
「
実
施
機
関
」
と
い
い

　
ま
す
。 

 

◆
制
度
の
対
象
と
な
る
も
の 

　
ア
市
全
体
の
基
本
的
な
考
え
方

　
　
や
、各
分
野
で
の
基
本
的
な
考

　
　
え
方
を
決
め
る
計
画
を
つ
く

　
　
る
場
合
や
、改
め
る
場
合
の
そ

　
　
の
計
画
の
案 

　
イ
市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定

　
　
め
る
内
容
の
条
例
を
つ
く
る
場

　
　
合
、改
め
る
場
合
、廃
止
す
る

　
　
場
合
の
そ
の
条
例
の
案 

　
ウ
市
民
の
皆
さ
ん
に
義
務
を
課

　
　
し
た
り
、市
民
の
皆
さ
ん
の
権

　
　
利
を
制
限
す
る
こ
と
を
内
容

　
　
と
す
る
条
例
な
ど
を
つ
く
る

　
　
場
合
、改
め
る
場
合
、廃
止
す

　
　
る
場
合
の
そ
の
条
例
な
ど
の
案 

　
エ
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

　
　
も
の 

※
た
だ
し
、急
い
で
計
画
な
ど
を
つ

　
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

　
こ
の
制
度
の
手
続
を
と
っ
た
場
合

　
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、そ
の

　
計
画
な
ど
を
つ
く
る
効
果
が
損

　
な
わ
れ
て
し
ま
う
と
き
や
、計
画

　
な
ど
を
改
め
る
と
き
で
大
幅
な

　
変
更
が
な
い
と
き
、大
事
な
部
分

　
が
変
わ
ら
な
い
と
き
な
ど
に
は
こ

　
の
制
度
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

  

◆
ご
意
見
な
ど
を
募
集
す
る
期
間 

　
公
表
さ
れ
た
内
容
を
市
民
の
皆

さ
ん
が
ご
覧
に
な
り
、ご
意
見
を
出

し
て
い
た
だ
く
の
に
必
要
な
時
間
な

ど
を
考
え
、一
カ
月
程
度
を
目
安
と

し
ま
す
。（
募
集
期
間
は
、案
件
に

応
じ
て
適
宜
定
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。） 

 

◆
計
画
な
ど
の
案
の
公
表
や 

　
ご
意
見
を
お
出
し
い
た
だ
く
方
法 

　
計
画
な
ど
の
案
の
公
表
に
つ
い
て

は
、そ
の
案
を
公
表
し
た
担
当
課（
本

庁
）、支
所
管
理
課
な
ど
に
そ
の
計

画
な
ど
の
案
を
備
え
付
け
る
と
と

も
に
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
り
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、ご
意
見
を
お
出
し
い
た
だ

く
場
合
に
は
、郵
便
や
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

◆
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て 

　
実
施
機
関
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
情
報
を
考

慮
し
、計
画
な
ど
を
つ
く
り
ま
す
。 

　
ま
た
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
そ
れ

に
対
す
る
市
の
考
え
方
、ご
意
見
に

よ
っ
て
計
画
な
ど
を
修
正
し
た
場
合

は
そ
の
修
正
の
内
容
な
ど
を
公
表

し
ま
す
。 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
本
庁
企
画
課
企
画
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

　
分
野
別
人
権
課
題
で
あ
る
「
男

女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
講
座
で
す
。
こ
の
講
座
は
「
赤

磐
市
人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座
」

と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
が
、一

人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
学

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、募
集
を
す
る

も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　 【日
　
時
】 

　
十
月
二
十
六
日（
木
） 

　
午
後
三
時
〜
五
時 

【
場
　
所
】 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
講
義
内
容
】 

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指

　
し
て
」 

【
講
　
師
】 

　
岡
山
大
学
農
学
部
教
授 

　
小
松
泰
信
　
先
生 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会 

　
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
８
３ 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）６
０
６
０ 

　E-m
ail syakaikyoiku@

city.akaiwa.lg.jp
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日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
で
形
づ
く

ら
れ
た
身
分
的
差
別
に
よ
り
、一
部
の
人
々

は
、職
業
や
住
ま
い
、結
婚
、交
際
な
ど
の

差
別
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

　
一
八
七
一（
明
治
四
）年
の
解
放
令
に

よ
り
制
度
上
の
身
分
差
別
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、現
在
で
も
、特
定
の
地
域
出

身
で
あ
る
こ
と
や
、そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ

と
を
理
由
に
、人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と

が
同
和
問
題
で
す
。 

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、一
九
六

九（
昭
和
四
十
四
）年
に
「
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法（
同
対
法
）」
が
制
定
さ

れ
て
以
来
、国
や
各
自
治
体
に
よ
る
特
別

対
策
と
し
て
、生
活
・
住
環
境
整
備
、産

業
・
就
労
対
策
、差
別
意
識
解
消
の
た
め

の
教
育･

啓
発
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、実
態
的
差
別
が
大
き
く
改

善
さ
れ
た
こ
と
か
ら
二
〇
〇
二（
平
成
十

四
）年
に
特
別
対
策
は
終
了
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
一
方
で
、身
元
調
査
や
結
婚
・

就
労
差
別
な
ど
の
心
理
的
差
別
は
、い
ま

だ
に
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関

す
る
基
本
計
画
」の
中
で
は
、同
和
問
題

を
重
要
な
人
権
課
題
の
一
つ
と
し
て
取

り
上
げ
、国
や
自
治
体
で
は
、人
権
教
育
・

啓
発
の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、同
和
問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ
て

い
る
要
因
と
し
て
、い
か
に
も
同
和
問
題

の
解
決
に
努
力
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
装

い
、不
当
な
寄
付
を
募
っ
た
り
、高
額
な

図
書
を
売
り
つ
け
た
り
す
る
「
え
せ
同

和
行
為
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
同
和
問
題

に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
付
け
る

大
き
な
原
因
と
な
り
、そ
れ
ま
で
に
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
た
教
育
・
啓
発
の
効
果
を

覆
す
よ
う
な
行
為
で
す
。 

　
こ
の
え
せ
同
和
行
為
に
対
処
す
る
た

め
に
は
、同
和
問
題
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
、そ
の
よ
う
な
行
為
に
対
す
る
き
然

と
し
た
態
度
が
重
要
で
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、法
務
局
や
警
察
な
ど
の
関
係
諸
機

関
と
緊
密
な
連
携
を
と
る
こ
と
も
必
要

で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
、

国
や
各
自
治
体
、民
間
運
動
団
体
や
企

業
な
ど
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、私
た
ち
一
人

一
人
も
、因
習
や
偏
見
、世
間
体
な
ど
に

縛
ら
れ
ず
、人
権
と
い
う
観
点
か
ら
、同

和
問
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

人 

権 

コ 

ラ 

ム 

7
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
発
揮
し
、い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
め
ざ
し
て
、女
性
も
男
性
も
、

と
も
に
学
び
、と
も
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　 【対
　
象
】 

　
赤
磐
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人 

【
修
了
条
件
】 

　
全
八
講
座
中
、六
講
座
以
上
出
席
し
た

人
に
は
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。 

【
定
　
員
】
三
十
人（
先
着
順
） 

【
受
講
料
】
無
料 

【
会
　
場
】
市
役
所
・
市
立
中
央
公
民
館 

【
受
講
時
間
】
午
後
一
時
〜
四
時 

【
申
込
方
法
】 

　
十
月
二
十
日（
金
）ま
で
に
本
庁
企
画

課
へ
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
公
開
講
座
…
こ
の
講
座
の
み
の
受
講

　
も
可
能
で
す
。（
定
員
二
十
人
先
着
順
） 

【
託
　
児
】 

　
託
児
を
ご
希
望
の
人
は
、あ
ら
か
じ
め

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
主
　
催
】 

　
赤
磐
市
・
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団

　
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
本
庁
企
画
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

男女共同参画と社会的性別（ジェンダー）の視点／ウイズセンター所長・中西美子さん 

メディアにおける男女平等／社会心理学講師・市場恵子さん 

仕事と家庭（育児）の両立／岡山労働局 雇用均等室長・本田紀子さん 

ライフステージに応じた健康管理／山陽学園大学 非常勤講師・林順子さん 

ともに支えあう介護と介護予防／フリーライター・野田明宏さん 

人が生き生きと暮らせるまちづくり／岡山県備前県民局 協働推進室長・永瀬秀美さん 

女性や子どもに対する暴力の現状と支援／NPO法人 さんかくナビ理事長・貝原己代子さん 

男女共同参画社会をめざしてチャレンジ／さんかく岡山 企画調整監・真邉和美さん 

１１/１４ 
（火） 

１０/２５ 
（水） 

１１/２８ 
（火） 

１２/１２ 
（火） 

q

w 

e 

r 

t 

y 

u 

i

開催日 講座内容／講師 

公開講座 

公開講座 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、下のカレンダー
をご覧ください） 

※１人１０冊まで２週間借
　りられます。はじめて
　借りる人は、利用者カー
　ド発行のため、免許証・
　保険証など氏名・住所
　を確認できるものをお
　持ちください。（小学
　生以下の人は保護者
　が申請してください。） 
※赤磐市内の図書館で
　借りた本は市内どこの
　図書館でも返却できま
　す。（他館で借りたも
　のはブックポストには
　入れないで、直接カウ
　ンターへお返しくださ
　い。） 

火 水 月 金 土 木 日 

1 

8 

15 

22 

29 

 

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

2 

9 

16 

23 

30

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

10月の図書館カレンダー 

 　　　今年生誕110年を迎えた宮沢賢治と、生誕100年の永瀬清子。 

　宮沢賢治の詩「雨ニモマケズ」は、永瀬清子にとって、その詩作の原点として深く意識され

ていました。岡山県の熊山で農業を営みつつ詩を書き続けた永瀬清子は、岩手県の花巻で先

を歩んだ宮沢賢治が鍬をもちペンを握る姿勢に心を寄せながら、自らの生き方を確立していっ

たといえます。そうした宮沢賢治と永瀬清子について、それぞれの研究者から興味深い話をお

聞きいただき、生誕110年と生誕100年という記念すべき今年、二人の共鳴しあう詩的世界を探

りながら、それぞれの人生と文学の特質を考えたいと思います。そこには、心の問題を様 に々抱

える今日の私たちにとって、貴重な示唆をもたらすものがあるでしょう。 
 

　　●日　時／１１月１２日（日） 午後２時～３時３０分 
　　●場　所／中央図書館 
　　●講　師／山根　知子　ノートルダム清心女子大学助教授 
　　　　　　　白根　直子（社会教育課） 
　　●参加費／無　料 
　　※参加の申込みは１１月９日までに中央図書館へ 

　楽しいお菓子作りをします♪ 

●日時／１０月２９日（日） 午前１０時～ 
●申し込み先／熊山図書館 
 

　図書館で不要になった雑誌や図書を
無料で提供します。中央図書館のみご家
庭で不要になった図書などの持込がで
きます。開催期間中に直接ご持参ください。 
　なお、各館で内容が異なりますので詳
しくはカウンターでお尋ねください。 

●中央図書館　 
　１１月４日（土）・５日（日）・７日（火） 
　図書一人１０冊、同一タイトルの雑誌は
　３冊まで。（最終日は無制限） 

●赤坂図書館　 
　１０月２７日（金）～１０月２９日（日） 
　冊数制限はありません。 

●熊山図書館　 
　１０月２７日（金）～１０月３０日（月） 
　図書は無制限、雑誌は一人１０冊まで。 

●吉井図書館　 
　１０月２７日（金）～１０月２９日（日） 
　図書は無制限、雑誌は一人５冊まで。 

　「おはなしグループ・そらきたホイ！」
によるゆかいな会です。 

●日時／１０月２１日（日） 午後２時～ 
●場所／赤坂健康管理センター 
●主催／赤坂図書館 

　期間中に本を借りた人に１日１回スタ
ンプを１つ押します。期間中スタンプを５
つ以上集めた人に粗品を進呈します。（粗
品がなくなり次第終了） 

●期間／１０月２７日（金）～１１月２５日（土） 

第６０回 読書週間標語 

「しおりいらずの 
　　　一気読み」 
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9

大舘　寛太 

郷土の 

物 人 

 

　
大
舘
寛
太
（
以
下
「
寛
太
」）
は
、

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
三
月

二
十
八
日
、
父
大
舘
嘉
源
太
・

母
今
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。 

　
大
舘
家
は
代
々
、
岡
山
藩
主

池
田
氏
の
家
老
で
あ
る
周
匝
池

田
氏
の
家
臣
と
し
て
仕
え
て
い

ま
し
た
。 

　
寛
太
の
父
嘉
源
太
は
、
御
徒

士
目
付
役
な
ど
の
役
職
に
つ
い

て
い
ま
し
た
。
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
七
月
の
「
周
匝
家
中

屋
敷
割
図
」
に
よ
る
と
、
八
幡

宮
（
周
匝
）
の
南
西
部
・
西
門

近
く
に
大
舘
嘉
源
太
の
屋
敷
が

あ
り
ま
す
。 

　
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
月
、

嘉
源
太
の
主
君
で
あ
る
家
老
池

田
近
江
（
長
常
）
が
作
州
諸
藩

鎮
撫
方
総
督
に
任
じ
ら
れ
、
息

子
の
采
女
助
（
長
準
）
が
名
代

と
し
て
作
州
鎮
撫
に
あ
た
っ
た
際
、

十
六
歳
の
寛
太
（
当
時
は
鉄
三
郎
）

は
御
先
徒
士
に
雇
わ
れ
ま
す
。 

　
同
年
八
月
、
奥
州
出
兵
増
強

の
た
め
池
田
近
江
（
長
常
）
方

か
ら
も
岡
山
藩
兵
の
一
小
隊
と

し
て
四
十
六
人
が
派
兵
さ
れ
、

寛
太
も
出
兵
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。 

　
水
戸
か
ら
会
津
へ
と
転
戦
し
、

翌
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一

月
二
十
五
日
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
年
、
藩
政
改
革
に
よ
り
、

岡
山
藩
の
陪
臣
（
又
家
来
）
か

ら
直
臣
と
な
り
ま
す
。 

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
廃

藩
置
県
が
行
わ
れ
、
幕
藩
体
制

が
壊
れ
、
岡
山
藩
領
は
岡
山
県

と
な
り
ま
し
た
。 

 　
さ
て
、
草
生
・
周
匝
・
福
田

の
各
村
で
は
、
昔
か
ら
旱
害
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
寛
太

が
生
ま
れ
た
翌
年
の
嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）
に
は
、
五
月
十
六
日

か
ら
八
月
二
日
ま
で
雨
が
降
ら

ず
大
旱
魃
（
丑
年
の
飢
饉
）
が

お
こ
っ
て
い
ま
す
。 

　
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
有

志
に
よ
り
吉
井
川
の
河
原
屋
に

水
量
を
調
整
す
る
井
堰
の
築
造

計
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
が
頓
挫

し
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
明
治
七
・
八
年
（
一

八
七
四
・
七
五
）
二
年
続
き
の

凶
作
に
み
ま
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
を
憂
い
、
寛

太
を
中
心
に
野
上
良
太
・
江
田

林
三
郎
・
角
南
吉
次
・
小
宮
山

元
次
郎
・
角
南
勝
造
ら
が
盟
約

を
か
わ
し
、
私
財
を
投
じ
て
で

も
井
堰
築
造
に
尽
力
す
る
と
し
て
、

三
カ
村
の
協
同
村
民
大
会
を
開

い
た
の
で
し
た
。 

　
結
果
、
三
カ
村
民
の
出
費
・

労
力
な
ど
に
よ
り
、
河
原
屋
村

か
ら
福
田
村
に
至
る
延
長
約
五
・

五
　
の
河
原
屋
井
堰
の
建
設
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
明
治
九

年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
行
わ

れ
た
大
工
事
の
総
監

を
寛
太
が
務
め
ま
し

た
。
そ
の
こ
ろ
第
二

十
八
区
周
匝
村
他
の

副
戸
長
で
あ
っ
た
寛

太
は
「
新
設
灌
漑
養

水
沿
革
記
」
を
著
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

担
当
人
で
あ
り
発
起

人
で
も
あ
っ
た
野
上

良
太
は
「
大
堰
起
業

以
来
概
略
必
要
一
覧

記
」
を
記
述
し
て
い

ま
す
。 

　
多
く
の
困
難
を
乗

り
越
え
築
造
さ
れ
た

河
原
屋
井
堰
に
よ
っ

て
、
今
日
の
豊
か
な

実
り
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。 

　
真
摯
な
気
性
に
富

ん
で
い
た
と
い
わ
れ

る
寛
太
は
昭
和
十
一

年
一
月
二
十
六
日
、

八
十
三
歳
で
、
永
眠

し
ま
し
た
。 

（
山
陽
郷
土
資
料
館
　
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
 

　
　
　『
吉
井
町
史
』 

　
　
　『
岡
山
県
史
』 

　
　
　「
大
舘
嘉
源
太
奉
公
書
」 

＜周匝池田氏家臣／周匝＞ 
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ま
た
 
げ
 
ら
い
 

じ
き
し
ん
 

く
そ
う
 

か
ん
ば
つ
 

か
ん
が
い
 

き
き
ん
 

し
ん
し
 

か

わ

ら

や

 

い
せ
き
 

と
ん
ざ
 

う
ね
め
の
す
け
 

ち
ん
ぶ
 

７７歳　昭和４年４月撮影 
三宅秀夫氏蔵 

め
 
つ
け
や
く
 

ち
 

s
河
原
屋
井
堰
「
溝
堰
碑
」 

　
昭
和
二
年
・
大
舘
寛
太
ら
が
建
立 

　
左
手
に
井
堰
が
見
え
る 

s
大
舘
寛
太
の
著
し
た
「
新
設
灌
漑
養
水
沿
革
記
」 

　（
小
宮
山
宣
雄
家
文
書
） 

 
 
 

　キ 
ﾛ 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

 

◇日　　　時 
 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆受　講　料 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

◎『ワード入門』 
　パソコンの基本操作は知っているけれど、ワードはまだ・・・
というあなた。ぜひこの機会に学んでみましょう。 
 

W1コース…10月23日（月）・10月26日（木） 
W2コース・・・10月30日（月）・11月2日（木） 
どちらのコースとも9：00～12：00 
一　般 
各回10人（先着順） 
1,500円（1コース2回分） 
実　費 
10月2日（月）～10月20日（金） 

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆受　講　料 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

◎『ワード～写真入葉書の作成～』 
　ワード機能を使って、オリジナルの写真入り葉書を作って
みませんか。 

S1コース…10月30日（月）・11月2日（木） 
13：30～16：30 
一　般 
10人（先着順） 
1,500円（1コース2回分） 
実　費 
10月2日（月）～10月20日（金） 
 

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆受　講　料 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

◎『エクセル入門』 
　パソコンの基本操作は知っているけれど、エクセルはま
だ…というあなた。ぜひこの機会に学んでみましょう。 

E1コース…10月23日（月）・10月26日（木） 
18：30～21：30 
一　般 
10人（先着順） 
1,500円（1コース2回分） 
実　費 
10月2日（月）～10月20日（金） 

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆受　講　料 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

◎『エクセル～簡単家計簿～』 
　エクセルを使って、家計簿を作ってみませんか。 

K1コース…10月30日（月）・11月2日（木） 
18：30～21：30 
一　般 
10人（先着順） 
1,500円（1コース2回分） 
実　費 
10月2日（月）～10月20日（金） 
 

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆受　講　料 
◇テキスト代 
◆申 込 期 間  

◎『デジカメ入門』 
　デジカメで撮った写真を、パソコンで編集してみよう。 

D1コース…10月23日（月）・10月26日（木） 
13：30～16：30 
一　般 
10人（先着順） 
1,500円（1コース2回分） 
実　費 
10月2日（月）～10月20日（金） 
 

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇集 合 場 所 
◆コ　ー 　ス 
 
◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇問い合わせ先 

　秋の一日、赤磐市の史跡を皆さんで歩いてみませんか。 

11月10日（金） 9：00～15：00  
山陽郷土資料館学芸員　高畑　富子 
高月公民館 
旧熊山町方面へバスで移動、旧熊山町
の史跡を散策 
一　般 
20人 
200円 
10月2日（月）～10月20日（金） 
高月公民館 
1086-299-9777

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　今、人気の「ダッジ・オーブン」を使ってできるおいしい料
理、簡単に出来る薫製など…野外料理を楽しみませんか。 

11月5日（日） 9：00～14：00  
土岐　一嘉さん 
小学生～一般（小学生の場合は保護者
同伴） 
15人 
800円 
10月2日（月）～10月20日（金） 
高月公民館 
1086-299-9777

【会場・問い合わせ先】中央公民館 1086-955-0069 

※各講座それぞれ受講料を添えて中央公民館窓口へ
　お申し込みください。電話での仮押さえ、申し込み後
　の時間変更はできませんのでお気をつけください。 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

◇日　　　時 
 
 
 
 
◆対　　　象 
 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇そ　の　他 
 
 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　パターンをもとに絵付けをして、心あたたまる装飾品を
作ってみませんか。 

¡11月4日（土）・11日（土） 
　「小物ポーチ」コース 
¡12月2日（土）・9日（土） 
　「クリスマス」コース 
13：30～16：00  
小学4年生～一般（小学生は大人と同
伴で） 
各コース10人 
1コース800円（全2回分・材料代含む） 
専用筆・スポンジブラシが必要なので、
持っていない人は当日購入してください。
（800円程度） 
10月2日（月）～10月27日（金） 
山陽公民館 
1086-955-9777

◇日　　　時 
◆内　　　容 
 
 
◇会場・問い合わせ先 

　お茶を飲みながら、中秋の名月と各種芸能を鑑賞してみ
ませんか。 

10月6日（金） 19：00～21：30  
公民館講座生、文化協会員の芸能部門
の発表です。（日本琴、民踊、詩吟、剣詩舞、
カラオケほか） 
熊山公民館 108699-5-1360

◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　鉢ものやお皿など、自分の好みの作品を作ってみませんか。 

10月28日（土）・11月25日（土） 
14：00～16：00 
一　般 
16人 
1,500円（全2日分・材料代含む） 
10月2日（月）～10月20日（金） 
山陽公民館 
1086-955-9777

◇日　　　時 
◆場　　　所 
◇問い合わせ先 

　当日は、秋の野草の生花展、お茶席、邦楽演奏会のほか、
星の無料観望会もあります。 
　中秋の名月を楽しみに、皆さんそろってお越しください。 

10月6日（金） 18:00～21：30 
赤磐市竜天天文台公園 
吉井公民館 1086-954-1379

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇問い合わせ先 

　自然大好き人間集まれ。市内に生息する身近な動物（水
の中の生き物）を観察してみよう。 

10月14日（土） 9：00～11：00 
（雨天の場合は中止）  
小野田川：赤磐市殿谷 
どなたでも 
30人 
無　料 
10月2日（月）～10月12日（木） 
熊山公民館 108699-5-1360
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詳しいプログラムを知りたいのですが… 

ここへアクセスしてみてください。赤磐市のホームページからもリンクしています。 
http://www.pref.okayama.jp/kyoiku/syogai/manabipia/index.html

どんなイベントがあるの？ 

２日（木）は「２１世紀の生涯学習を考えるDAY」として、シンポジウム、講演会、ポスターセッショ
ン（岡山発まなびスタイルによる取組事例発表）などがあります。 
３日（金）は、「子どもがキラリ☆かがやきDAY」として、青少年による地域社会づくりフォーラム、
親子チャレンジ体験広場、子どもたちのステージ発表などがあります。 

A.
どこであるの？ 

岡山県生涯学習センター（岡山市
伊島町３-1-1）です。 

いつあるの？ 

１１月２日（木）～３日（金）の２日間
です。 

■問い合わせ先 
　教育委員会社会教育課 
　1０８６-９５５-０７８３ 
　6０８６-９５５-６０６０ 
　E-mail : syakaikyoiku@city.akaiwa.lg.jp

　たくさんの人にご参加いただけるよう“秋
の衆客祭”をテーマに吉井公民館まつりを開
催します。芸術･文化の秋に皆さんお揃いで、
公民館グループの日ごろの成果の発表･展示
をご鑑賞ください。 
 
★日　時…１０月２８日（土） ９：００～１８：００ 
　　　　　１０月２９日（日） ９：００～１６：００ 
★場　所…吉井公民館・武道館 
　　　　　および生涯学習センター 
★内　容…文化作品展示 
　　　　　文化グループ活動発表会 
　　　　　お茶席（２９日のみ／１０:００～１４：００） 
 
【問い合わせ先】 
　吉井公民館　1０８６-９５４-１３７９ 

　公民館講座生、文化協会員による発表会です。
お誘いあわせの上、ぜひお越しください。 
 
★日　時…１１月１１日（土） ９：００～１７：００ 
　　　　　１１月１２日（日） ９：００～１５：００ 
★場　所…熊山公民館 
　　　　　くまやまふれあいセンター 
★内　容…日本画・陶芸・俳句・川柳・盆栽・生花・ 
　　　　　かな書道・写真ほか展示 
 

【問い合わせ先】 
　熊山公民館　1０８６９９-５-１３６０ 
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運動で健康づくり 

シリーズ!8

　
夏
の
暑
さ
も
だ
ん
だ
ん
と
緩
み
、

少
し
ず
つ
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
体
を
動
か
す
の
に
も
気
持

ち
の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
し
っ

か
り
運
動
を
し
て
、健
康
な
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。 

 【
運
動
の
効
果
】 

¡

余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、

　
肥
満
を
予
防
し
ま
す
。 

¡
高
脂
血
症
を
予
防
・
改
善
す
る

　
と
と
も
に
、い
わ
ゆ
る
善
玉
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
が
増
加
し
動
脈
硬
化
を

　
予
防
し
ま
す
。 

¡

適
度
な
運
動
は
毛
細
血
管
の
発

　
達
を
促
し
て
血
圧
を
下
げ
る
働

　
き
を
し
、高
血
圧
を
予
防
し
ま
す
。 

¡

運
動
に
よ
っ
て
骨
に
刺
激
が
加
わ

　
る
こ
と
に
よ
り
、骨
が
強
く
な
る

　
た
め
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し

　
ま
す
。 

 【
運
動
の
進
め
方
】 

¡

運
動
の
種
類 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

　
の
有
酸
素
運
動
が
適
し
て
い
ま
す
。 

¡

運
動
の
強
度
・
時
間 

　
運
動
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
が
で

　
き
る
く
ら
い
の
強
さ
で
十
分
で
す
。

　
脈
拍
数
な
ら
、一
分
間
に
一
一
〇

　
〜
一
三
〇
回
が
適
当
と
い
わ
れ

　
て
い
ま
す
。
ま
た
、運
動
を
始
め
て

　
か
ら
十
五
分
間
経
過
す
る
と
、脂

　
肪
が
燃
焼
さ
れ
始
め
ま
す
の
で
、

　
二
十
分
は
継
続
し
ま
し
ょ
う
。 

 【
運
動
す
る
と
き
の
注
意
点
】 

q
睡
眠
不
足
や
体
調
が
悪
い
と
き

　
に
は
、無
理
せ
ず
休
み
ま
し
ょ
う
。 

w
準
備
運
動
・
整
理
運
動
を
必
ず

　
し
ま
し
ょ
う
。 

e
運
動
中
は
こ
ま
め
に
水
分
を
取

　
り
ま
し
ょ
う
。 

r
自
分
の
生
活
に
取
り
入
れ
や
す

　
い
時
間
に
、取
り
入
れ
や
す
い
方

　
法
で
運
動
し
ま
し
ょ
う
。 

t
病
気
を
持
た
れ
て
い
る
人
は
、主

　
治
医
に
相
談
し
て
か
ら
始
め
る

　
な
ど
、自
分
の
体
調
を
考
え
な
が

　
ら
運
動
し
ま
し
ょ
う
。 

y
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
注

　
意
し
ま
し
ょ
う
。
強
い
息
切
れ
、

　
動
悸
、呼
吸
困
難
、胸
痛
、前
胸

　
部
の
不
快
感
、め
ま
い
、立
ち
く
ら

　
み
、頭
痛
、吐
き
気
、腹
痛
、背
部

　
痛
、関
節
痛
、激
し
い
筋
肉
痛
。
運

　
動
中
に
症
状
が
ひ
ど
く
な
る
よ

　
う
な
場
合
は
、特
に
注
意
が
必
要

　
で
す
。 

A.

●コーディネーター 
　岡山県立大学教授　二宮　一枝 

●パネリスト 
　赤磐医師会代表　医師　小坂　久史 
　老人クラブ連合会　会長　吉房　信夫 
　栄養改善協議会　会長　杉本　睦子 
　愛育委員協議会　会長　小倉美智恵 
　吉井中学校PTA　会長　西山　晴吾 

「健康づくり作文」表彰および発表 
　～小・中学生による優秀作文の発表～ 

「シンポジウム」 
　みんなでつくる健康なまち・赤磐市 

主催／赤磐市・赤磐市愛育委員協議会・ 
　　　赤磐市栄養改善協議会 
［問い合わせ］本庁保健福祉課（山陽保健センター） 

1０８６-９５５-１１１７ 

日　　　時 内　　　容 

場　　　所 

第１部 

第２部 

人“いきいき” まち“きらり” 〈入場無料〉 
¡食事バランスチェック 
¡健康歩道 
¡体脂肪＆活力年齢測定 
¡足指筋力測定 

　　　　やってます 

健
康
づ
く
り 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を 

み
ん
な
で
一
緒
に 

考
え
よ
う
！ 



   

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本

　
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い

　
ま
す
。 

 

■
第
二
十
回
か
さ
さ
ぎ
杯 

　
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
競
技
会 

　（
佐
賀
県
佐
賀
市
） 

◇
桜
が
丘
中
学
校
三
年
生 

　
土
井
宏
子（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

        

◇
桜
が
丘
中
学
校
二
年
生 

　
吉
次
沙
綾（
桜
が
丘
西
６
丁
目
） 

         

■
平
成
十
八
年
度
全
国
中
学
校 

　
体
育
大
会
・
第
三
十
七
回
全
国 

　
中
学
校
新
体
操
選
手
権
大
会 

　（
徳
島
県
徳
島
市
） 

◇
桜
が
丘
中
学
校
二
年
生 

　
吉
次
沙
綾（
桜
が
丘
西
６
丁
目
） 

 

■
平
成
十
八
年
度
全
国
中
学
校 

　
体
育
大
会
・
第
三
十
七
回
全
国 

　
中
学
校
柔
道
選
手
権
大
会 

　（
高
知
県
南
国
市
） 

◇
桜
が
丘
中
学
校
二
年
生 

　
岡
村
紀
亜（
桜
が
丘
西
３
丁
目
） 

◇
桜
が
丘
中
学
校
三
年
生 

　
松
井
悠
莉（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

                

■
文
部
科
学
大
臣
杯
第
四
十
一
回 

　
全
日
本
大
学（
男
・
女
）ソ
フ
ト 

　
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会 

　（
愛
知
県
豊
橋
市
） 

◇
中
国
学
園
大
学
子
ど
も
学
部 

　
子
ど
も
学
科
一
年 

　
大
f
裕
美
子（
桜
が
丘
西
５
丁
目
） 

  

■
第
十
一
回
全
国
私
立
高
等
学
校 

　
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

　（
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
） 

◇
山
陽
女
子
高
等
学
校
一
年 

　
大
森
加
奈
子（
桜
が
丘
西
６
丁
目
） 

  

■
第
八
十
八
回
全
国
高
等
学
校 

　
野
球
選
手
権
大
会 

　（
兵
庫
県
・
阪
神
甲
子
園
球
場
） 

◇
関
西
高
等
学
校
二
年 

　
三
角
武
成（
弥
上
） 

        

■
天
皇
賜
杯
第
六
十
一
回
全
日
本 

　
軟
式
野
球
大
会 

　（
滋
賀
県
大
津
市
） 

◇
宮
田
篤
史（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

◇
内
田
大
介（
山
陽
４
丁
目
） 

◇
古
川
和
典（
桜
が
丘
東
４
丁
目
） 

◇
井
口
彰
太（
桜
が
丘
西
３
丁
目
） 

  

■
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ 

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

　
夏
季
水
泳
競
技
大
会 

☆
水
球
競
技（
京
都
市
右
京
区
） 

◇
軽
部
小
学
校
四
年
生 

　
横
田
未
来（
西
軽
部
） 

        

☆
水
泳
競
技（
東
京
都
江
東
区
） 

◇
石
相
小
学
校
六
年
生 

　
逢
坂
ひ
か
る（
山
口
） 

       

■
第
四
十
一
回
全
国
都
道
府
県 

　
対
抗
自
転
車
競
技
大
会 

　（
秋
田
県
・
六
郷
自
転
車
競
技
場
） 

☆
24 
D
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
八
位
入
賞 

■
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会 

　
秋
季
大
会
自
転
車
競
技
会 

　（
兵
庫
県
・
明
石
自
転
車
競
技
場
） 

☆
エ
リ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
レ
ー
ス 

☆
四
〇
〇
〇
C
団
体
追
い
抜
き 

☆
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
一
二
三
、二
D
） 

◇
東
岡
山
工
業
高
校
２
年 

　
高
田
大
輔（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

       

■
第
三
十
九
回
二
輪
車
安
全
運
転 

　
全
国
大
会
高
校
生
等
ク
ラ
ス 

　〔
八
月
五
日
〜
六
日
〕 

　（
三
重
県
鈴
鹿
市
） 

◇
実
盛
祥
泰（
沢
原
） 

       

14広報あかいわ（平成18年10月号） 

「チャレンジを恐れるな!」 

写
真
右
よ
り
吉
次
沙
綾（
新
体
操
）、 

松
井
悠
莉（
柔
道
）、岡
村
紀
亜（
柔
道
） 

【講師プロフィール】 
　１９５８年新潟県生まれ。元ヤクルトスワローズ
選手。慶応義塾大学卒業後、1東芝を経て、ヤク
ルトスワローズに入団。入団後の公式戦初打席
でホームランを放ち注目さど活躍。退団後はスポー
ツの素晴らしさ・喜びを伝えるスポーツライター
として活躍。２００５年秋「セガサミー野球部」の
初代監督に就任。 



   
開
催
日
　
七
月
三
十
日 

開
催
場
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

参
加
チ
ー
ム
数 

¡

一
般
男
子
の
部
…
三
十
三 

¡

一
般
女
子
の
部
…
二
十 

¡

小
中
学
生
の
部
…
二
十 

【
小
中
学
生
の
部
】 

¡

第
三
位
／
磐
梨
中
Ａ 

　
　
　
　
　
桜
が
丘
中
Ａ 

     

開
催
日
　
八
月
六
日（
日
） 

開
催
場
所
　
高
陽
中
学
校
体
育
館 

【
小
学
生
女
子
の
部
】 

¡

優
　
勝
／
中
村
保
奈
美 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
北
・
六
年
） 

¡

準
優
勝
／
内
田
　
万
智 

　
　
　
　
　
　（
山
　
陽
・
六
年
） 

【
小
学
生
男
子
の
部
】 

¡

優
　
勝
／
田
中
　
孝
憲 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
西
・
六
年
） 

¡

準
優
勝
／
稲
田
　
直
之 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
西
・
六
年
） 

¡

第
三
位
／
紙
本
　
一
輝 

　
　
　
　
　
　（
山
　
陽
・
五
年
） 

　
　
　
　
　
景
山
　
　
諒 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
東
・
六
年
） 

【
中
学
生
女
子
の
部
】 

¡

優
　
勝
／
亀
田
　
　
萌 

　
　
　
　
　
　（
高
　
陽
・
三
年
） 

¡

準
優
勝
／
長
尾
　
美
月 

　
　
　
　
　
　（
桜
が
丘
・
三
年
） 

¡

第
三
位
／
村
井
里
依
香 

　
　
　
　
　
　（
高
　
陽
・
三
年
） 

　
　
　
　
　
松
尾
　
聡
子 

　
　
　
　
　
　（
桜
が
丘
・
三
年
） 

【
中
学
生
男
子
の
部
】 

¡

優
　
勝
／
鴨
野
　
　
真 

　
　
　
　
　
　（
高
　
陽
・
三
年
） 

¡
準
優
勝
／
稲
田
　
耕
平 

　
　
　
　
　
　（
高
　
陽
・
三
年
） 

¡

第
三
位
／
田
中
　
健
太 

　
　
　
　
　
　（
高
　
陽
・
三
年
） 

　
　
　
　
　
長
谷
川
孟
俊 

　
　
　
　
　
　（
桜
が
丘
・
一
年
） 

【
一
般
の
部（
紅
白
戦
）】 

¡

優
　
勝
／
紅
組 

※
大
会
結
果
に
つ
い
て
は
、第
三
位

　
ま
で
の
市
内
関
係
分
を
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。 

     

期
　
日 

　
十
月
二
十
二
日（
日
） 

　
受
付
／
八
時
三
十
分
〜 

　
試
合
開
始
／
九
時 

場
　
所
　
桜
が
丘
テ
ニ
ス
場 

種
　
目
　
ダ
ブ
ル
ス 

　（
男
子
・
女
子
・
ミ
ッ
ク
ス
） 

参
加
資
格 

　
桜
が
丘
テ
ニ
ス
場
会
員 

参
加
費
　
一
組
千
円 

問
い
合
わ
せ
先 

　
1
０
９
０（
１
６
８
１
）７
４
７
８ 

　（
事
務
局
・
愛
甲
） 

     

日
　
時 

　
十
一
月
十
八
日（
土
） 

　
午
前
九
時
〜 

場
　
所
　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

　
総
合
体
育
館 

参
加
対
象 

　
赤
磐
市
内
小
学
生 

チ
ー
ム
編
成 

¡

選
手
…
七
人
以
上
十
人
以
内 

¡

初
め
て
参
加
す
る
チ
ー
ム
は
、十

　
月
二
十
一
日（
土
）に
開
催
す
る

　
「
わ
く
わ
く
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室
」

　
で
ル
ー
ル
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
３
８ 

      

       

15 広報あかいわ（平成18年10月号） 

　テレビ・ラジオなどでおなじみのスポーツライター・
青島健太さんをお迎えしてスポーツ講演会を開
催します。ご来場をお待ちしています。 

●日　時／１１月５日（日）　午後１時３０分～３時 
●場　所／中央公民館大集会室 
●講　師／スポーツライター・青島健太さん 
●入場料／無料（※入場整理券が必要です） 
　　整理券は、１０月３日（火）から、教育委員会社
　会教育課、各公民館、各図書館、桜が丘いきい
　き交流センターでお渡しします。 

スポーツ講演会 

「チャレンジを恐れるな!」 「チャレンジを恐れるな!」 

【講師プロフィール】 
　１９５８年新潟県生まれ。元ヤクルトスワローズ
選手。慶応義塾大学卒業後、1東芝を経て、ヤク
ルトスワローズに入団。入団後の公式戦初打席
でホームランを放を放ち注目さど活躍。活躍。退団後は退団後はスポー
ツの素晴らしさ・喜びを伝えるスポーツライター
として活躍。２００５年秋「セガサミー野球部」の
初代監督に就任。 

【講師プロフィール】 
　１９５８年新潟県生まれ。元ヤクルトスワローズ
選手。慶応義塾大学卒業後、1東芝を経て、ヤク
ルトスワローズに入団。入団後の公式戦初打席
でホームランを放ち注目され活躍。退団後はスポー
ツの素晴らしさ・喜びを伝えるスポーツライター
として活躍。２００５年秋「セガサミー野球部」の
初代監督に就任。 

赤磐市体育協会設立記念 



［
医
］＝
休
日
当
番
医
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
　
※
図
書
館
の
休
館
日
は
図
書
館
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

平
成

1
8
年
 

●
２００６

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
 

　
9：
00～
14：
00 

　（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
ほ
か
） 

●
赤
磐
市
音
楽
祭
　
14：
00～
16：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
周
匝
コ
ス
モ
ス
・
案
山
子
ま
つ
り
 

　
9：
30～
15：
00（
周
匝
・
吉
井
川
堤
防
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
犬
と
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
講
座
 

　
13：
30～
16：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
赤
坂
地
域
） 

●
健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
中
央
公
民
館
大
集
会
室
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

●
犬
と
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
講
座
 

　
13：
30～
16：
00（
西
山
公
民
館
） 

●
乳
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
年
金
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
本
庁
2階
中
会
議
室
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　〈
心
配
ご
と
、知
的
・
身
体
障
害
の
み
 

　
13：
00～
15：
00〉（

吉
井
会
館
） 

 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
12：
45～
13：
15（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
企
画
展
「
赤
磐
８８
カ
所
霊
場
め
ぐ
り
」
 

　〔
開
館
：１０
月
２０
日
～
１２
月
１０
日
〕
 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
わ
く
わ
く
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室
 

　
9：
00～
11：
30 

　（
桜
が
丘
小
、城
南
小
体
育
館
） 

●
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
 特
別
版
 

　
14：
00～（

赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
　
10：
00～
11：
30 

　（
高
月
公
民
館
） 

●
歴
史
講
座
「
豊
田
佐
吉
の
生
涯
」
 

　
14：
00～
16：
00（
山
陽
公
民
館
） 

 

●
交
通
安
全
日
 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　〔
第
１・３
金
曜
日
〕 

　
15：
30～（

熊
山
図
書
館
） 

●
竜
天
天
文
台
名
月
鑑
賞
会
 

　
18：
00～
21：
30（
竜
天
天
文
台
） 

●
観
月
会
　
19：
00～
21：
30 

　（
熊
山
公
民
館
） 

 ●
育
児
相
談
　
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や〔
第
２・４
土
曜
日
〕 

　
15：
30～（

熊
山
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
会
　
14：
00～
 

　（
吉
井
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
２８
日
も
開
催
〕 

　
15：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
民
話
を
聞
く
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
高
月
公
民
館
） 

●
ド
キ
ド
キ
講
座
　
自
然
観
察
会
 

　
9：
00～
11：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　
15：
00～（

大
苅
田
読
書
公
園
） 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム〔
毎
週
〕 

　
14：
30～（

中
央
公
民
館
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］う
え
の
内
科
小
児
科
医
院
 

　
　

1
０８６
-９５６

-０５０５
 

［
医
］戸
川
医
院
 1
０８６
-９５７

-２６１１
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］あ
ま
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

　
　
1
０８６
-９５５

-８１９１
 

［
医
］米
井
医
院
 1
０８６
-９５４

-０５５０
 

［
医
］あ
か
い
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
1
０８６
-９５５

-９２５１
 

［
医
］井
上
内
科
 1
０８６
-９５４

-１９０２
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 

［
医
］お
お
く
ま
皮
ふ
科
医
院
 

　
　
1
０８６
-９５５

-８８１２
 

［
医
］道
満
医
院
 1
０８６
-９５７

-２１１１
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 

51
2

1
9

181
5

61
3

2
0

291
6

71
4

2
1

31
0

1
7

★
10月

の
税
・
保
険
料
を
 

　
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
市
県
民
税
 …
…
…
…
…
…
…
…
３
期
 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
 …
…
…
…
…
５
期
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
５
期
 

１０
月
３１
日
ま
で
 

41
1

1
8

体
育
の
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 
◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 
◆
山
陽
郷
土
資
料
館
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
 



●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　
15：
00～（

大
苅
田
読
書
公
園
） 

●
リ
サ
イ
ク
ル
B
O
O
K
フ
ェ
ア
 

　〔
５
日
・７
日
〕（
中
央
図
書
館
） 

●
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
　
13：
30～
16：
00 

　（
山
陽
公
民
館
） 

 

●
犬
と
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
講
座
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00（
西
山
公
民
館
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●
パ
ソ
コ
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座
「
ワ
ー
ド
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門
」
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00～
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中
央
公
民
館
） 

●
パ
ソ
コ
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講
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「
デ
ジ
カ
メ
入
門
」
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30～
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30（
中
央
公
民
館
） 

●
パ
ソ
コ
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講
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「
エ
ク
セ
ル
入
門
」
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30～
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30（
中
央
公
民
館
） 

●
赤
磐
市
ふ
る
さ
と
祭
り
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00～
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赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
） 

●
ケ
ー
キ
作
り
教
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00～
13：
00（
西
山
公
民
館
） 

●
３
歳
児
健
診
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45～
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　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
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00～
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赤
坂
公
民
館
） 

●
パ
ソ
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「
ワ
ー
ド
入
門
」
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中
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民
館
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ソ
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講
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「
デ
ジ
カ
メ
入
門
」
 

　
13：
30～
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民
館
） 

●
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ソ
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「
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セ
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入
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」
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） 
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書
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・
吉
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図
書
館
） 
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サ
イ
ク
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B
O
O
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フ
ェ
ア
 

　（
赤
坂
図
書
館
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書
館
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館
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10/30） 

●
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児
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診
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育
児
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談
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井
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　〈
2回
目
　
11/25〉 
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台
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山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００
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初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
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３００
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ト
レ
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ニ
ン
グ
ル
ー
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３００
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※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

◆
１０
月
８
日
の
開
放
時
間
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プ
ー
ル
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レ
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ニ
ン
グ
ル
ー
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新ALT紹介 

18広報あかいわ（平成18年10月号） 

赤磐市のみなさん、 
こんにちは！ 
外国語指導助手 
（ＡＬＴ）です。 

　総務省、　総務省、外務省外務省および文部科学省び文部科学省の協力協力で実施実施している「語学指導等語学指導等を行う外国青年招致事業外国青年招致事業」により、３人の新しい

先生が赤磐市に来られました。 

　イギリスから高陽中学校へフィリップ・ジョーンズさん、アメリカから桜が丘中学校へリード・デーグルさんと磐梨中学

校へデニス・リーさんが、外国語指導助手（ＡＬＴ）として、２学期から教壇に立ち、生徒たちに生きた英語を教えています。 

　また、小学校での英会話の補助や、地域の国際交流活動などへも参加します。日本語も一生懸命勉強していますので、

彼らを見かけたら気軽に「こんにちは！」と声をかけてみてください。 

　総務省、外務省および文部科学省の協力で実施している「語学指導等を行う外国青年招致事業」により、３人の新しい

先生が赤磐市に来られました。 

　イギリスから高陽中学校へフィリップ・ジョーンズさん、アメリカから桜が丘中学校へリード・デーグルさんと磐梨中学

校へデニス・リーさんが、外国語指導助手（ＡＬＴ）として、２学期から教壇に立ち、生徒たちに生きた英語を教えています。 

　また、小学校での英会話の補助や、地域の国際交流活動などへも参加します。日本語も一生懸命勉強していますので、

彼らを見かけたら気軽に「こんにちは！」と声をかけてみてください。 

　赤磐市の皆さん、こんにちは。私は高陽中学校の新しいＡＬ
Ｔのフィリップ・ジョーンズです。イギリスのウェールズのカエフィ
リーという町の出身です。 
　大学で英語と歴史を学び、日本に来る前は２年間ジャーナリ
ストとして働いていました。趣味はスポーツで、特にサッカー
をするのが大好きです。野球もやってみようと思っています。
ベジタリアン（菜食主義者）なので、肉や魚は食べませんが、
すし、豆腐や天ぷらは好きです。 
　私の出身地は山が多く、赤磐市と似ており大変親しみを覚え
ます。日本滞在中は日本各地を訪ね、魅力的な文化を探求し
たいと思っています。 

　皆さん、こんにちは！アメリカのテキサス州出身のデニス・リー
です。磐梨中学校でＡＬＴをすることになりました。私は２１歳で、
テキサス州ヒューストンのライス大学で生物学の学位を取得し、
卒業したばかりです。趣味は、旅行、エスニック料理を食べる
こと、テニス、音楽、動物に関すること、写真、友人とコーヒー
を飲みながらおしゃべりをすること、そして新しい文化を学ぶ
ことです。 
　私は、ここ赤磐市に勤務することを嬉しく光栄に思います。
磐梨中学校や豊田小学校、磐梨小学校、桜が丘小学校で指導
できることを大変楽しみにしています。いろいろなことを学び、
文化交流をしてワクワクする気持ちを皆さんと分かちあえた
らと思います。すばらしい国、日本について、私にいろいろと
教えてください。よろしくお願いします。 

　こんにちは、桜が丘中学校の新しいＡＬＴのリード・デーグル
です。アメリカ合衆国ルイジアナ州南部にあるニューオーリン
ズ出身です。 
　私はニューオーリンズ大学で映画制作とフランス語を専攻
しました。また、約１年間フランスに留学しました。過去数年間、
ニューオーリンズ周辺で映画の仕事とフリーのカメラマンを
しました。 
　私は映画や音楽、美術、文学が好きです。スポーツでは、スケー
トボード、バスケットボール、サッカーをするのも好きです。赤
磐市はとても美しいと思います。緑が多いことや気候がとて
も蒸し暑いところが南ルイジアナと似ています。たくさんのシー
フードや米を食べることも類似点のひとつです。私は日本食
が大好きで、特にすし、刺身、味噌汁、焼き肉が好きです。 
　若い生徒たちに教えるためにここに来ることができたことは、
とても光栄でありがたいことです。日本の文化と言葉につい
て生徒や地域の皆さんからたくさんのことを学びたいと思い
ます。 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
さ
ん 

リ
ー
ド
・
デ
ー
グ
ル
さ
ん 

デ
ニ
ス
・
リ
ー
さ
ん 



19 広報あかいわ（平成18年10月号） 

　通学区域検討委員会から通学区域（学区）制度の見直しについての最終報告を受け、
市教育委員会では、平成１９年４月から学校選択制を導入することを決定しました。 
　第３回までの経過は「広報あかいわ８月号」で報告しています。 

●1月27日（金）～8月22日（火） 
　　５回にわたり通学区域検討委員会を開催し、アンケート結果を参考とし、市教
　育委員会へ検討結果を報告 

●8月25日（金） 
　　報告を受け、市教育委員会は学校選択制の導入を決定。 

　総務省、外務省および文部科学省の協力で実施している「語学指導等を行う外国青年招致事業」により、３人の新しい

先生が赤磐市に来られました。 

　イギリスから高陽中学校へフィリップ・ジョーンズさん、アメリカから桜が丘中学校へリード・デーグルさんと磐梨中学

校へデニス・リーさんが、外国語指導助手（ＡＬＴ）として、２学期から教壇に立ち、生徒たちに生きた英語を教えています。 

　また、小学校での英会話の補助や、地域の国際交流活動などへも参加します。日本語も一生懸命勉強していますので、

彼らを見かけたら気軽に「こんにちは！」と声をかけてみてください。 
経　　　　　　　過 

●通学区域………現在の通学区域（学区）は変更しません。  

●対 象 者………赤磐市内の幼稚園・小・中学校の新入学の幼児・児童・生徒で、現在 

指定されている学校・園よりも自宅から近い学校・園がある者。  

ただし、平成１９年４月１日の時点では全学年とします。  

●選択対象………現在指定されている学校・園、もしくは指定されている学校・園 

よりも自宅から近い学校・園。  

●実施時期………平成１９年４月１日から。  

●通学方法………小・中学生の保護者の負担と責任のもとに、自力通学とします。 

学校選択制の導入 

●保護者へ通知・説明、学校公開などにより情報公開を
　行い、希望調査を実施します。 
●保護者へ就学通知書の送付を経て、新年度より新しい
　通学区域制度を開始します。 

■赤磐市教育委員会 学校教育課 
1０８６-９５５-０９７２ 
　E-mail  gakkokyoiku@city.akaiwa.lg.jp

今 後 の 予  定 

ご意 見・ご質 問 

赤磐市教育委員会 



             

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
年
に
よ

っ
て
流
行
の
型
を
変
え
て
私
た
ち

の
健
康
を
お
び
や
か
し
ま
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
、

突
然
の
高
熱
・
頭
痛
・
関
節
痛
・

筋
肉
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
肺

炎
や
気
管
支
炎
な
ど
の
合
併
症
を

起
こ
し
、
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
や

持
病
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
短
期
間
で
多
く
の

人
に
感
染
し
ま
す
が
、
予
防
に
は

日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
と
流
行

前
の
予
防
接
種
が
有
効
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
市
が
実
施
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
本
人
が
接
種
を
希

望
す
る
場
合
の
み
、
費
用
の
一
部

を
自
己
負
担
し
て
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
接
種
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
下
表
の
委
託
医
療
機
関
で
接
種

で
き
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
人
は
直
接
委
託
医
療
機
関
ま

た
は
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。 

予
防
接
種
対
象
者 

　
予
防
接
種
日
に 

q
赤
磐
市
内
に
住
所
を
有
し
、
満

　
六
十
五
歳
以
上
の
人 

w
赤
磐
市
内
に
住
所
を
有
し
、
満

　
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

　
人
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
も
し
く

　
は
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

　
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

　
免
疫
の
機
能
障
害
が
あ
る
人 

持
参
品
　
住
所
お
よ
び
年
齢
の
確

　
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、

　
老
人
医
療
受
給
者
証
、
運
転
免

　
許
証
な
ど
の
い
ず
れ
か
一
つ
） 

※
予
防
接
種
対
象
者
w
の
人
に
つ

　
い
て
は
、
疾
病
に
関
す
る
医
師

　
の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者

　
手
帳
の
写
し
な
ど
接
種
対
象
者

　
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

　
が
必
要
で
す
。 

実
施
期
間 

　
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
一

月
三
十
一
日
ま
で 

※
予
防
の
た
め
に
は
十
二
月
中
旬

　
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま

　
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
部
自
己
負
担
額 

　
千
八
百
円
（
医
療
機
関
窓
口
で

　
お
支
払
い
く
だ
さ
い
） 

※
対
象
者
の
う
ち
生
活
保
護
費
を

　
受
給
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は

　
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
が
、
事

　
前
に
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

接
種
回
数
　
一
回 

委
託
医
療
機
関 

　
市
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関

は
表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、

次
の
対
象
者
に
限
り
赤
磐
市
内
以

外
の
県
内
医
療
機
関
（
県
内
乗
り

入
れ
委
託
医
療
機
関
）
で
も
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

q
赤
磐
市
内
以
外
の
県
内
医
療
機

　
関
に
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
人 

w
予
防
接
種
要
注
意
者
（
・
心
臓

　
血
管
系
疾
患
な
ど
の
基
礎
疾
患

　
を
有
す
る
人
・
全
身
性
発
疹
な

　
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
伴
う
症
状

　
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
・
重

　
症
心
疾
患
の
あ
る
人
・
先
天
性

　
免
疫
不
全
の
あ
る
人
・
過
去
に

　
け
い
れ
ん
な
ど
の
既
往
の
あ
る

　
人
な
ど
）
で
、
主
治
医
が
、
赤

　
磐
市
内
以
外
の
県
内
乗
り
入
れ

　
委
託
医
療
機
関
に
あ
る
人 

　
県
外
で
接
種
さ
れ
る
人
は
、
事

　
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

そ
の
他
注
意
事
項 

　
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
、
予

防
接
種
の
効
果
、
副
反
応
な
ど
に

つ
い
て
正
し
く
ご
理
解
い
た
だ
い

た
う
え
で
予
診
票
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　   

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

    

                    

●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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健
康
福
祉 

高
齢
者
の 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

予
防
接
種 

赤 磐 医 師 会 病 院  

あかいわファミリークリニック 

あまの耳鼻咽喉科医院 

うえの内科小児科医院 

お お く ま 皮 ふ 科 医 院  

梶 原 内 科 医 院  

小 坂 内 科 医 院  

桜 が 丘 ク リ ニ ッ ク  

幸 ヶ 峯 ク リ ニ ッ ク  

山 陽 ク リ ニ ッ ク  

戸 田 小 児 科 医 院  

ふよう内科クリニック 

マスカット整形外科医院 

三 島 内 科 医 院  

山 本 ク リ ニ ッ ク  

吉 井 医 院        

越 宗 医 院  

桜 井 内 科 

戸 川 医 院 

戸 川 ク リ ニ ッ ク  

道 満 医 院        

森 医 院       

景 山 医 院       

市 立 熊 山 病 院  

井 上 内 科        

市国民健康保険佐伯北診療所 

市国民健康保険是里診療所 

吉 田 医 院        

米 井 医 院        

下市１８７－１ 

河本１１４３－１ 

日古木７９５－１ 

桜が丘西４丁目１－１１ 

岩田３－１ 

桜が丘西７丁目１５－３１ 

山陽４丁目１３－２ 

桜が丘西６丁目３－１３ 

長尾１５ 

上市１４１－１ 

山陽７丁目４－２ 

西中１１８８－１ 

穂崎８５１－１ 

西中７８３－１ 

五日市２４５－４ 

山陽１丁目４－６ 

西窪田５２３－１ 

山口１６０－３ 

小原２８６ 

西軽部２１１－１ 

町苅田９２０ 

惣分２８ 

河田原１－４ 

松木６３８－１ 

周匝７２８－１ 

塩木１４ 

是里３１２１－１ 

周匝１０２６－５ 

周匝１４５２－１ 

○ 

― 

― 

― 

○

○

― 

― 

―

― 

○ 

△

○ 

○ 

○ 

― 

― 

○ 

○ 

― 

△ 

― 

― 

― 

○ 

○ 

― 

― 

― 

０８６－９５５－６６８８ 

０８６－９５５－９２５１ 

０８６－９５５－８１９１ 

０８６－９５６－０５０５ 

０８６－９５５－８８１２ 

０８６－９５５－３７５０ 

０８６－９５５－３３４４ 

０８６－９５５－８０２５ 

０８６－９５５－０８１５ 

０８６－９５５－７１１１ 

０８６－９５５－３１２１ 

０８６－９５５－７１１０ 

０８６－２２９－２６１１ 

０８６－９５５－５３１１ 

０８６－９５５－８８６８ 

０８６－９５５－５５１５ 

０８６－９５７－３０３５ 

０８６－９５７－３０１２ 

０８６－９５７－２６１１ 

０８６－９５７－３０５７ 

０８６－９５７－２１１１ 

０８６－９５７－２４００ 

０８６９９－５－２２９９ 

０８６９９－５－１２５１ 

０８６－９５４－１９０２ 

０８６－９５４－２０３２ 

０８６－９５４－０１８３ 

０８６－９５４－０２０２ 

０８６－９５４－０５５０ 

医　療　機　関　名 住　　　所 電　話　番　号 予約 

「○」＝予約必要、「△」＝予約が望ましい、「―」＝予約不要 
※接種できる曜日、時間に制約がある医療機関もありますので、事前に電話など
　で医療機関にお問い合わせください。 

■インフルエンザ予防接種　赤磐市内委託医療機関一覧表 



  
　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
十
月
三
十
一
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
調
理
室 

対
象
者 

　
四
カ
月
〜
一
歳
五
カ
月
児
の
保

護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
十
五
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
　 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

   

　
四
・
五
月
に
続
き
、
十
・
十
一

月
は
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
実
施
月

で
す
。
ポ
リ
オ
は
感
染
す
る
と
体

に
ま
ひ
を
起
こ
し
、
運
動
障
害
と

い
う
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
生
後
三
カ
月
以
上
九
十
カ

月
未
満
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す

の
で
、
実
施
期
間
内
に
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
接
種
は
二

回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
六

週
間
以
上
の
期
間
を
あ
け
て
確
実

に
二
回
目
の
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

¡

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

¡

熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

      

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

よ
り
、
身
体
障
害
者
・
児
の
補
装

具
給
付
制
度
（
購
入
・
修
理
）
と

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
が
見

直
さ
れ
、
主
に
次
の
二
点
が
変
更

に
な
り
ま
す
。 

q
自
己
負
担
額
の
仕
組
み
が
見
直

　
さ
れ
ま
す
。 

　
現
在
は
受
給
者
の
世
帯
の
課
税

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
自
己
負
担
額

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
月

か
ら
は
費
用
の
一
割
を
受
給
者
が

負
担
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
受
給
者
の
世
帯
の
課
税
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
あ
る
一
定
金
額

以
上
の
負
担
を
求
め
な
い
「
月
額

負
担
上
限
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

w
補
装
具
の
種
目
が
変
わ
り
ま
す 

　
現
在
は
補
装
具
と
さ
れ
て
い
る

「
ス
ト
マ
用
装
具
」
「
紙
お
む
つ
」

「
人
工
喉
頭
」
「
Ｔ
字
状
・
棒
状

の
つ
え
」
な
ど
は
、
十
月
か
ら
は
、

日
常
生
活
用
具
に
な
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
５ 

        

日
　
時
　
十
月
十
八
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　 

　
本
庁
二
階
　
中
会
議
室 

相
談
員
　 

　
岡
山
社
会
保
険
事
務
所 

　
年
金
専
門
官 

     

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
申

請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
、

二
十
歳
代
の
保
険
料
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
、

学
生
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。 

　
い
ず
れ
も
平
成
十
七
年
度
分
の

申
請
期
限
は
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
社
会
保
険
庁
長
官
の
告

示
改
正
（
特
例
措
置
）
に
よ
り
、

平
成
十
七
年
四
月
分
以
降
の
保
険

料
に
つ
い
て
の
申
請
期
限
が
平
成

十
八
年
十
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
申
請
は
、
本
庁
市
民
課
国
保
年

金
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
　 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
０
８
６（
２
７
０
）７
９
２
８ 

¡

本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
３ 

¡

赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
３ 

¡

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

障
害
者
・
児
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

〜
補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
の

　
給
付
制
度
が
変
わ
り
ま
す
〜 
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離
乳
食
講
習
会 

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種 

年
金
相
談 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
の 

申
請
期
限
延
長 

国
保
・
年
金 

　市民の皆さんには、児童・生徒の安全や地域の安全を守るための活動に、
積極的に取り組んでいただいていますが、このたび、市では地域安全パト
ロールに必要な物品の貸し出しを始めました。市内の自主防犯組織でご
希望がありましたら、青少年育成センターまでご連絡ください。　　 

★貸し出し物品 
　¡パトロール用帽子　¡腕章 
　¡タスキ　¡パトロール用ベスト 
　¡青色回転灯（青パト用） 

　ただし、青色回転灯の設置については
岡山県知事、岡山県警、市などから防犯活
動の委嘱を受けた団体が、青色回転灯の
設置に必要な許可を受けた場合に限ります。 
 
　【問い合わせ先】　 
　　青少年育成センター　赤磐市下市３３７　1０８６-９５５-８０８０ 



       

募
集
人
員
　
五
十
人 

課
程
（
コ
ー
ス
） 

¡

園
芸
（
果
樹
・
野
菜
・
花
き
） 

¡

畜
産
（
和
牛
・
中
小
家
畜
） 

受
験
資
格 

　
高
校
を
卒
業
し
た
人
（
来
年
三

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
お
よ
び

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
歴
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人
・
推
薦
の
場
合
、

さ
ら
に
就
農
が
確
実
な
人
。 

願
書
受
付
期
間 

¡

推
薦
　
十
月
十
八
日
（
水
）
〜 

　
十
一
月
一
日
（
水
） 

¡

一
般 

〔
前
期
〕
十
一
月
十
五
日
（
水
）

　
〜
十
二
月
六
日
（
水
） 

〔
後
期
〕
平
成
十
九
年
一
月
十
七

　
日
（
水
）
〜
一
月
三
十
一
日
（
水
） 

入
学
試
験
日 

¡

推
薦
　
十
一
月
十
五
日
（
水
） 

¡

一
般 

〔
前
期
〕
十
二
月
二
十
日
（
水
） 

〔
後
期
〕
二
月
十
四
日
（
水
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
岡
山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー 

　
農
業
大
学
校 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
５
５
０ 

 

    

　
定
年
退
職
は
第
二
の
人
生
の
新

た
な
出
発
点
で
す
。
豊
か
で
充
実
し

た
生
き
方
を
め
ざ
し
て
、新
た
な
人

生
プ
ラ
ン
を
立
て
直
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
た

い
男
性
の
た
め
の
「
人
生
再
設
計
」

講
座
で
す
。 

演
　
題 

　
「
後
半
人
生
の
楽
し
み
方
」 

　
〜
人
生
再
設
計
の
ス
ス
メ 

　
会
社
人
間
か
ら
生
活
人
間
へ
〜 

講
　
師
　
吉
田
清
彦
さ
ん
（
フ
リ

　
ー
ラ
イ
タ
ー
） 

日
　
時
　
十
月
十
四
日
（
土
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時 

定
　
員
　
五
十
人
（
先
着
順
） 

　
※
男
性
の
み 

会
　
場
　
ウ
イ
ズ
セ
ン
タ
ー 

受
講
料
　
無
料 

申
込
期
間 

　
十
月
十
一
日
（
水
）
ま
で 

申
込
方
法 

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

q
氏
名
、
w
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

　
ン
タ
ー
（
ウ
イ
ズ
セ
ン
タ
ー
） 

　
〒
７
０
０
―
０
８
２
１ 

　
岡
山
市
中
山
下
一
ノ
八
ノ
四
五

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル
十
七
階 

　
1
０
８
６（
２
３
５
）３
３
０
７ 

　
6
０
８
６（
２
３
５
）３
３
０
６ 

　E-m
ail danjo@

pref.okayam
a.lg.jp 

     

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

「
お
か
や
ま
国
際
貢
献
月
間
（
十

月
）
」
に
際
し
、
世
界
中
で
発
生

す
る
災
害
の
被
害
者
に
提
供
す
る

救
援
物
資
を
集
め
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
宅
に
眠
っ
て
い
る
次
の
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
提
供
く
だ
さ

い
。 

　
協
会
で
取
り
ま
と
め
た
後
、
岡

山
県
救
援
物
資
備
蓄
セ
ン
タ
ー
へ

送
り
ま
す
。 

取
扱
期
間
　
十
月
末
日
ま
で 

提
出
場
所
　
本
庁
企
画
課
窓
口 

募
集
す
る
物
資 

　
全
て
新
品
ま
た
は
未
使
用
の
も

の
と
し
ま
す
。 

q
毛
布
　 

w
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト 

e
シ
ュ
ラ
フ
（
寝
袋
） 

※
窓
口
に
お
持
ち
で
き
な
い
場
合

　
は
、
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局 

　
（
本
庁
企
画
課
） 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

                                   

                                   

募

集
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お
と
な
の
土
曜
塾（
第
二
回
） 

〜
自
分
ら
し
い
ラ
イ
フ 

　
　
ス
タ
イ
ル
を
求
め
て
〜 

お
か
や
ま
国
際
貢
献
月
間 

〜
毛
布
・
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
の
提
供
を
〜 

平
成
十
九
年
度 

岡
山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー 

農
業
大
学
校
学
生
募
集 

【問い合わせ・申請先】 
¡本庁保健福祉課母子保健係 
　（山陽保健センター） 
　1０８６-９５５-１１１７ 
¡本庁社会福祉課社会福祉係・子育て支援係 
　1０８６-９５５-１１１５ 
¡赤坂支所健康福祉課 
　1０８６-９５７-４８２２ 
¡熊山支所健康福祉課 
　（熊山保健福祉総合センターほほえみ） 
　1０８６９９-５-１２９３ 
¡吉井支所健康福祉課 
　1０８６-９５４-１３７４ 

　１０月１日から各医療費給付制度が改正されるため、新たに申請が必要です。 
　対象者には８月上旬にご案内しましたが、まだ申請されていない人は、至急申請の手続きを行ってください。転
入などで該当する人も申請の手続きを行ってください。 
　なお、詳しい制度改正の内容は９月号をご覧ください。 

◆「乳幼児等医療費受給資格者証」の申請 
¡赤磐市に住民登録がある、平成９年４月２日生まれから平成１２年
　４月１日生まれの人（小学１年生～３年生） 
¡小学校就学前の乳幼児については申請の必要はありません。 
　〔本庁保健福祉課母子保健係・各支所健康福祉課〕 
◆「心身障害者医療費受給資格証」の申請 
¡身体障害者手帳１～３級所持者または、知的障害者と判定された
　人（所得に制限があります） 
　〔本庁社会福祉課社会福祉係・各支所健康福祉課〕 
◆「ひとり親家庭等医療費受給資格証」の申請 
¡前年分の所得税非課税のひとり親家庭の親および児童（原則１８
　歳未満） 
　〔本庁社会福祉課子育て支援係・各支所健康福祉課〕 



       

相

談
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１０月１６日（月） 
午後１時～４時 

本庁２階 
第１会議室 

１１月１０日（金） 
午後１時～４時 

１１月１０日（金） 
午前１０時～正午 

１１月１日（水） 
午後１時～３時 

１０月２０日（金） 
午前１０時 
　～午後３時 

１０月２０日（金） 
午後１時～３時 

１０月４日（水） 
午後１時～３時 

１０月１８日（水） 
午後１時～３時 

１０月１８日（水） 
午前１０時～ 
　　午後３時 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

赤坂健康管理 
センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

吉井会館 
農事実習室 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【法律】 
岡山弁護士会所属弁護士 
川崎政宏 
【人権】【行政】【児童】 

【心配ごと】【人権】 
【知的障害】 

【心配ごと】 
【身体障害】【知的障害】 

【心配ごと】【人権】 
【行政】 

【法律】 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 

予約制 

予約制（一人３０分） 
破産・債務整理の相
談は随時受付 

予約制（法律・児童） 

¡本庁市民課人権啓発係 
　1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】 
¡本庁生活環境課 
　1０８６-９５５-５３４７ 

¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
¡社会福祉協議会 
　熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 
¡社会福祉協議会 
　吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

¡赤坂支所市民生活課 
　1０８６-９５７-４８２１ 

山
陽
地
域 

赤
坂
地
域 

熊
山
地
域 

吉
井
地
域 

日　　　時 場　　　所 備　　　考 問い合わせ先 相　談　内　容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

※
山
陽
・
赤
坂
地
域
の
心
配
ご
と
相
談
に
つ
い
て
は
、 

　
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事

務
所
で
は
、行
政
相
談
と
し
て
、

国
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦

情
や
要
望
、そ
の
他
わ
か
ら
な

い
こ
と
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。 

　
相
談
の
内
容
は
、道
路
、河
川
、

年
金
、雇
用
・
労
災
保
険
、福
祉
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
役
所
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務

所
で
は
、年
間
を
通
じ
て
ご
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 

■
行
政
苦
情
一
一
〇
番 

　
1
０
８
６（
２
２
４
）１
１
０
０ 

　
6
０
８
６（
２
２
１
）５
６
６
１ 

　 　
赤
磐
市
担
当
の
行
政
相
談

委
員
は
、定
期
的
に
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
、本
所
の
生
活
環
境
課
ま

た
は
各
支
所
の
市
民
生
活
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

¡

山
陽
地
域
行
政
相
談
員 

　
丸
尾
　
　
壽 

¡

赤
坂
地
域
行
政
相
談
員 

　
常
安
　
克
之 

¡

熊
山
地
域
行
政
相
談
員 

　
岡
山
行
政
評
価
事
務
所 

　
行
政
相
談
官 

¡

吉
井
地
域
行
政
相
談
員 

　
杉
本
　
宗
義 

10
月
16
日（
月
）か
ら 

22
日（
日
）は 

「
行
政
相
談
週
間
」 

　国民健康保険が負担する医療費の主な財源となって
いるのが、皆さんからの保険税です。医療費が増えると
保険税も値上げせざるを得なくなり、家計への負担も大
きくなってしまいます。 
　赤磐市の国民健康保険加入者が昨年度医療給付を受
けた費用額（市などの負担と被保険者負担を合わせた
もの）は６８億円を超えます。平均で１人当たり下の表の
医療費を使ったことになります。 
　予防と早期発見による治療を心がけ、大切な医療費
を少しでも節約しましょう。 

●かかりつけ医を持ちましょう 
　病歴や体質などを把握しているので、家族の総合
的な健康管理や、体調相談などきめ細やかな対応が
受けられます。 
●「はしご受診」を控えましょう 
　同じ症状で病院を変えると、初診科や検査・治療費
がかさみ、体にとって負担になることもあります。 
●診療時間内に受診しましょう 
　休日・深夜・時間外は費用が余計に必要です。急病
などやむを得ない場合以外は避けましょう。 
●定期的に健康診断を受けましょう 
　病気は重症化する前に適切な治療を受けると、効
果も高くなります。 
●生活習慣を改善しましょう 
　低脂肪・低塩分の食生活や規則正しい生活を心が
けることはもちろん、適度な運動や気分転換などで
心身とも健康に過ごしましょう。 

医療費を大切に使うためにできること 

■平成１７年度１人当たりの医療費 

１ 
２ 
３ 

若　　　人 
退　職　者 
後期高齢者 

被保険者 金　額（円） 
２２７,０００円 
４０１,０００円 
７７５,０００円 

赤磐市国民健康保険 
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農
業
振
興
地
域
農
用
地 

か
ら
の
除
外
に
つ
い
て  

目
の
不
自
由
な
人
の 

た
め
に
愛
の
光
を 

第
二
十
二
回 

岡
山
地
区
矯
正
展 

〜
ふ
れ
あ
い
と 

対
話
が
続
く 

　
　
　
　
　
　
明
る
い
社
会
〜 

   

　
農
用
地
区
域
内
の
土
地
は
、
農

業
上
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
宅
地
な
ど
へ
の
農
地

転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
む
を
得

ず
農
地
な
ど
を
転
用
す
る
場
合
は 

農
地
法
に
基
づ
く
農
地
転
用
許
可

に
先
立
ち
、
事
前
に
そ
の
土
地
を

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
除
外
す
る
た
め
に
は
、
次
の
条

件
を
全
て
満
た
し
て
く
だ
さ
い
。 

q
農
用
地
区
域
外
に
代
替
す
べ
き

　
土
地
が
な
い
。 

w
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
利
用

　
上
の
支
障
が
軽
微
で
あ
る
。 

e
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団

　
性
が
保
た
れ
る
。 

r
変
更
後
、
土
地
利
用
の
混
在
が

　
生
じ
な
い
。 

t
基
盤
整
備
事
業
の
完
了
後
八
年

　
以
上
経
過
し
た
区
域
で
あ
る
。 

y
転
用
計
画
実
現
の
見
込
み
が
確

　
実
で
あ
る
。 

※
他
法
令
の
許
可
な
ど
を
見
込
め

　
な
い
転
用
計
画
で
の
申
し
出
は

　
受
理
で
き
ま
せ
ん
。 

除
外
申
出
書
受
付
期
間 

　
十
月
二
日
（
月
）
〜
十
月
三
十

一
日
（
火
） 

　
次
回
受
付
は
、
市
農
業
振
興
地

　
域
整
備
計
画
策
定
の
た
め
、
平

　
成
十
九
年
十
月
に
な
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
１
７
４ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 

※
申
し
出
が
あ
っ
た
土
地
に
つ
い

　
て
は
縦
覧
で
き
ま
す
。 

            

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一

環
と
し
て
、
地
域
社
会
の
人
々
に

矯
正
施
設
の
紹
介
と
、
刑
務
所
作

業
製
品
の
展
示
・
即
売
を
行
い
ま

す
。 

日
　
時
　 

¡
十
月
二
十
八
日
（
土
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時 

¡
十
月
二
十
九
日
（
日
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
岡
山
刑
務
所 

　
岡
山
市
牟
佐
七
六
五 

内
　
容 

¡
矯
正
広
報
コ
ー
ナ
ー 

¡
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー 

¡
施
設
見
学
コ
ー
ナ
ー 

¡
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
刑
務
所 

　
1
０
８
６（
２
２
９
）２
５
３
４ 

          

　
失
明
は
、
人
生
の
悲
し
い
出
来

事
の
一
つ
で
す
。 

　
空
の
広
さ
、
海
の
青
さ
や
花
の

美
し
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
ば
か
り
か
、
世
の
中
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
非
常

に
困
難
と
な
り
ま
す
。 

　
県
内
に
は
今
す
ぐ
手
術
が
必
要

で
角
膜
移
植
の
順
番
を
待
っ
て
い

る
患
者
さ
ん
は
約
四
十
人
お
ら
れ

ま
す
が
、
昨
年
度
、
角
膜
移
植
の

た
め
に
提
供
さ
れ
た
眼
球
は
十
眼

で
眼
球
数
が
非
常
に
不
足
し
て
い

ま
す
。
　 

　
自
分
の
死
後
、
目
の
不
自
由
な

人
に
眼
球
を
提
供
し
た
い
と
考
え

　地震が発生したときに人的被害を最小限にとどめ

るためには、住宅の耐震化が最も重要です。市では、

木造住宅（昭和56年5月以前のもの）の耐震診断な

どに要する経費の一部を補助する事業を行っていま

すので、ご活用ください。 

　なお、経費は、一般診断法で42,000円／棟のうち

28,000円を補助、自己負担が14,000円になります。 【問い合わせ先】 
　¡本庁企画部企画課………1０８６-９５５-２６９２ 
　¡赤坂支所管理課…………1０８６-９５７-２２２６ 
　¡熊山支所管理課…………1０８６９９-５-１２１１ 
　¡吉井支所管理課…………1０８６-９５４-１１１１ 

　調査は統計法に基づき、日本全国すべての事業所
が対象となります。　 
　統計調査の結果は、これからの行政を考える重要
な基礎資料として活用されます。 
　９月下旬から各事業所に「調査員証」を携行した調
査員が調査票をお届けしています。 
　調査内容については、統計以外の目的には決して
使用しません。ど
うぞご協力をお願
いします。 

本庁建設課 
1０８６-９５５-１４８７ 問い合わせ先 

（注） 
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終
戦
当
時
の
引
揚
者
の 

皆
さ
ん
へ 

柵
原
斎
場
の
利
用
料
金
・ 

出
棺
時
間
の
変
更 

て
い
る
人
は
、
（
財
）
岡
山
県
ア

イ
バ
ン
ク
に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
登
録
し
て
頂
い
た
人
に
万

一
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

ご
遺
族
か
ら
ア
イ
バ
ン
ク
に
ご
連

絡
頂
き
ま
す
と
医
師
が
派
遣
さ
れ
、

眼
球
が
摘
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ご
本
人
が
献
眼
登
録
し
て
お
ら
れ

な
く
て
も
、
ご
遺
族
が
書
面
で
献

眼
を
承
諾
さ
れ
れ
ば
、
眼
球
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
献
眼

者
の
ご
遺
体
に
は
す
ぐ
そ
の
あ
と

に
義
眼
を
入
れ
ま
す
の
で
顔
の
形

が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
頂
い
た
眼
球
は
移
植
希
望
者
に

移
植
さ
れ
、
善
意
の
角
膜
は
視
力

の
回
復
し
た
人
の
目
と
な
っ
て
い

つ
ま
で
も
生
き
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
善
意
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
7
岡
山
県
ア
イ
バ
ン
ク 

　
〒
７
０
０
―
０
９
２
３ 

　
岡
山
市
大
元
駅
前
三
ノ
五
七 

　
1
０
８
６（
２
２
３
）６
６
２
２ 

　
6
０
８
６（
２
２
３
）１
２
２
３ 

     
　
税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
（
紙
幣
）
・
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。 

¡
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

　
て
こ
ら
れ
た
人
が
、
上
陸
港
の

　
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

　
通
貨
（
紙
幣
）
、
証
券
な
ど
。 

¡
外
地
の
終
結
地
で
総
領
事
館
な

　
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の

　
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
。 

　
変
換
の
申
し
出
は
、
本
人
で
な

く
、
家
族
の
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先 

　
宇
野
税
関
支
署 

　
1
０
８
６
３（
３
１
）５
３
７
５ 

     

　
美
咲
町
（
旧
柵
原
町
）
吉
ヶ
原

地
内
に
あ
る
「
柵
原
斎
場
」
の
利

用
料
金
と
出
棺
時
間
の
変
更
を
、

十
月
一
日
（
日
）
か
ら
行
い
ま
す
。 

                 

問
い
合
わ
せ
先 

　
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

   

　
労
働
保
険
の
加
入
は
お
済
み
で

す
か
？ 

　
十
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日

は
労
働
保
険
適
用
推
進
月
間
で
す
。 

　
従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
さ
れ

て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
加
入
手
続
き
を
済
ま

さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
は
、
ぜ
ひ

加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

　
な
お
、
労
働
保
険
の
事
務
処
理

を
代
行
し
て
行
う
労
働
保
険
事
務

組
合
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

　
労
働
保
険
の
加
入
に
つ
い
て
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気 

　
1
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
１ 

      

　
下
水
道
事
業
は
、
生
活
環
境
の

向
上
お
よ
び
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
を
目
的
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
快
適
で
安
全
に
生
活
で
き
る
よ

う
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
し
て
い

ま
す
。 

　
山
陽
処
理
区
（
旧
山
陽
町
）
で

は
、
平
成
十
五
年
に
工
事
着
手
し

事
業
を
進
め
て
、
こ
の
た
び
山
陽

浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
十
月
か
ら
下
水
道
を

一
部
供
用
開
始
し
ま
す
。
新
た
に

供
用
開
始
と
な
る
地
区
は
立
川
・

長
尾
で
、
同
地
区
に
建
物
を
所
有

す
る
人
は
下
水
道
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

は
、
赤
磐
市
が
指
定
す
る
工
事
店

で
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工

事
店
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の
チ

ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

　
次
回
十
一
月
号
で
は
、
山
陽
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
概
要
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
上
下
水
道
部
下
水
道
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
９
４
２ 

出棺時間 11時00分 13時30分 16時00分 

■時　間 

20,000円 

10,000円 

7,500円 

大　人 
小　人 
死産児 

10,000円 距離計算 30,000円 

15,000円 

12,000円 

■使用料 

管内居住者 
斎　場 
使用料 

霊きゅう型バス 
使用料 

斎　場 
使用料 

霊きゅう型バス 
使用料 

管外居住者 

※利用が非常に少ないため、18時30分出棺は廃止します。 

（管内…赤磐市、美咲町、美作市内） 

　市では、岡山県市町村税整理組合
に委託して差押えた財産について、
下記のとおりインターネット公売を実
施します。 

●問い合わせ先 
　岡山県市町村税整理組合 
　1０８６-２４５-４８９０ 
　http://okayama-zeiseiri.jp/

実施予定時期 

実施予定財産 

入
っ
て
い
ま
す
か 

労
働
保
険 

山
陽
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成 

〜
下
水
道
一
部
供
用
開
始
〜 

別の霊きゅう車を使
用する場合には、使
うことができません。 

別の霊きゅう車を使
用する場合には、使
うことができません。 
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赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
で
は
、

企
画
展
「
赤
磐
八
十
八
カ
所
霊
場

め
ぐ
り
」
開
催
に
よ
る
、
展
示
替

え
の
た
め
次
の
期
間
休
館
し
ま
す
。 

日
　
時
　
十
月
十
日
（
火
）
〜
十

　
月
十
九
日
（
木
） 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
１
０ 

     

　
『
献
体
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
す
か
。 

　
献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺

体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
学
実
習

の
た
め
、
大
学
へ
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
献
体
は
、
家
族
や

親
せ
き
の
同
意
が
必
要
で
す
か
ら
、

十
分
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
岡
山
大
学
に
は
、
「
と
も
し
び

会
」
と
い
う
協
力
団
体
が
あ
り
ま

す
。
同
会
は
、
正
し
い
理
解
の
も

と
に
献
体
が
行
わ
れ
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
と
も
し
び
会 

　
（
岡
山
大
学
医
学
部
内
） 

　
1
０
８
６（
２
３
５
）７
０
９
２ 

     

　
市
議
会
で
は
議
場
内
に
傍
聴
席

を
設
け
て
い
ま
す
が
、
開
か
れ
た

市
議
会
を
推
進
し
よ
う
と
、
本
庁

一
階
ロ
ビ
ー
で
モ
ニ
タ
ー
中
継
を

始
め
ま
し
た
。 

　
「
議
場
に
入
っ
て
ま
で
は
…
」

と
思
わ
れ
る
人
は
気
軽
に
テ
レ
ビ

で
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
会
期
日
程
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
議
会
事
務
局 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
９
４
５

　 

               

  

  

第
二
回
行
財
政
改
革
審
議
会 

　
八
月
十
日（
木
）に
開
催
し
た
会
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

¡

民
間
委
託
の
推
進 

¡

行
政
の
情
報
化
等
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

¡

平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
の
概
要 

  

第
三
回
行
財
政
改
革
審
議
会
の
予
定 

【
日
　
時
】
十
月
十
二
日（
木
） 

午
後
一
時
三
十
分
〜 

【
場
　
所
】
本
庁
二
階
第
一
会
議
室 

※
審
議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。 

　
時
間
・
場
所
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。 

      

第
一
回
策
定
委
員
会 

　
八
月
二
十
八
日（
月
）に
開
催
し
た
会
議
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

¡

会
長
・
副
会
長
の
選
出 

¡

計
画
策
定
の
概
要 

¡

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果（
中
間
報
告
） 

  

第
二
回
策
定
委
員
会
の
予
定 

【
日
　
時
】
十
月
六
日（
金
） 

午
後
一
時
三
十
分
〜 

【
場
　
所
】
本
庁
二
階
第
二
会
議
室 

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。 

 

［問い合せ先］ 
　本庁企画課 
　1０８６（９５５）２６９２ 

18年8月中 

17年8月中 

増 減  

18年8月末 

17年8月末 

増 減  

119 

101 

＋18 

744 

836 

－92

39 

22 

＋17 

237 

251 

－14

0 

0 

0 

4 

2 

＋2

4 

8 

－4 

30 

27 

＋3

62 

31 

＋31 

294 

332 

－38

80 

79 

＋1 

507 

585 

－78

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成18年赤磐市交通事故発生状況（8月） 

山
陽
郷
土
資
料
館 

休
館
の
お
知
ら
せ 

医
学
発
展
の
た
め 

献
体
に
ご
協
力
を 

ロ
ビ
ー
で
市
議
会
中
継
が 

始
ま
り
ま
し
た 
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▲昨年のワインまつり 

　昨年３月７日、赤磐市が誕生して１年半が過ぎま
した。赤磐市山陽郷土資料館では赤磐市全体に
関係のある展示会をしたいと考えてきました。
そこで、このたび、大正元年明治天皇の追福を祈
り、あわせて四国霊場開創１１００年を記念するた
め旧赤磐郡内に設けられた八十八カ所について
展示します。どうぞご来場下さい。 

　●会　期／１０月２０日（金）～１２月１０日（日） 
              　 （月・祝日は休館します） 
　●場　所／赤磐市山陽郷土資料館 
　●入館料／無　料 
　●主　催／赤磐市教育委員会 
　　　　　　赤磐市山陽郷土資料館 

　今から９４年前、旧赤磐郡内に設けられた赤磐八十八カ
所霊場は、今日地域で大切にされています。赤磐市山陽郷
土資料館平成１８年度企画展「赤磐八十八カ所霊場めぐり」
にあわせて、ノ－トルダム清心女子大学教授の小嶋博巳先
生をお迎えしてお話しいただきます。 
　事前に申し込みが必要です。下記までお申し込み下さい。 
 
　●日　時／１０月２８日（土） 午後１時３０分～３時３０分 
　●場　所／赤磐市立中央公民館 
　●講　師／ノ－トルダム清心女子大学教授・小嶋博巳 
　●演　題／「八十八カ所めぐりの民俗」 
　●対　象／一般（市内外を問いません） 
　●受講料／無　料 
　●申し込み先／ 
　　　赤磐市山陽郷土資料館 
　　　ＴＥＬ．０８６-９５５-０７１０ 
　　　ＦＡＸ．０８６-９５５-０７５８ 
　●申込締切／１０月２０日（金） 
　●主　催／赤磐市教育委員会 
　　　　　　赤磐市山陽郷土資料館 

第１番札所・満楽寺 
（赤磐市上仁保） 

道しるべ 
（第３４番→第３５番） 
（赤磐市坂辺） 

ノ－トルダム清心女子大学 
小嶋博巳 教授 

平成1８年度 企画展 平成1８年度 

▲ワインの初仕込み（８月３１日） 

新酒のワ
インで乾

杯！ 

　毎年たくさんのワイン愛好家でにぎわう「これ里ワインまつり」は、市の特産品「これ里ワイン」のＰＲと、
都市と農村の交流を目的として行われてきました。 
　今年も、恒例になったバーベキューとワインの飲み放題。テント村
では、新酒（キャンベル）や地域特産品の販売。アトラクションでは、歌
謡ショーや郷土芸能などが披露されます。秋の一日、お誘い合わせの
うえご来場ください。 

　●日　時　１１月１２日（日）　正午～１５時（雨天決行） 
　●場　所　赤磐市是里農村公園 
　●前売券　大人 ４,０００円（当日券４,５００円） 
　　　　　　中・高校生 ２,０００円（当日券２,３００円） 
　　　　　　肉・野菜・パン・ワイン（大人のみ）のセット付 
　　　　　　吉井支所駐車場より無料送迎バスを運行します。 
　●問い合わせ先　これ里ワインまつり実行委員会事務局 
　　　　　　　　　吉井支所産業建設課　1０８６-９５４-１３１９ 

　８月３１日、岡山農業公園「ドイツの森」の中にあるワイン醸造場「こ
れ里ワイナリー」で、２００６年収穫のぶどうを使用してワインの醸造作
業が開始されました。多くの報道陣に見守られながら、２トンの是里産
ぶどう「キャンベル」が機械で搾り取られ巨大タンクに納められました。 
　１０月下旬のビン詰めの後、１１月１２日（日）の「これ里ワインまつり」
でお披露目となります。 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６－９５５－２６９２ 
 

　
八
月
八
日
（
火
）
、
岡
山
市
の
ピ
ュ

ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
で
「
献
血
感
謝
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
献
血
運
動
推
進

協
力
団
体
と
し
て
市
内
事
業
所
の
オ
ム

ロ
ン
山
陽
㈱
に
岡
山
県
知
事
感
謝
状
が
、

ト
ス
テ
ム
熊
山
1
に
日
本
赤
十
字
社
岡

山
県
支
部
長
感
謝
状
が
、
モ
リ
マ
シ
ナ
リ
ー

1
吉
井
工
場
に
岡
山
県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
所
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
感
謝
状
は
、
組
織
的
に
献
血
に

協
力
し
、
献
血
運
動
の
推
進
に
功
労
が
あ
っ

た
団
体
な
ど
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

　
貴
重
な
血
液
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

　
季
節
の
花
、
草
木
に
思
い
を
込
め

て
押
花
絵
額
に
収
め
ま
し
た
。
期
間

中
体
験
会
も
行
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

 【
日
　
時
】
 

¡
十
月
二
十
八
日
（
土
）
 

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
 

¡
十
月
二
十
九
日
（
日
）
 

　
午
前
九
時
〜
午
後
三
時
 

【
場
　
所
】
西
山
公
民
館
集
会
室
 

【
主
　
催
】
 

　
公
民
館
グ
ル
ー
プ
 

　
「
押
花
サ
ー
ク
ル
」
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
桃
枝
 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
８
８
５
 

　
蒸
し
暑
い
日
が
続
く
八
月
五
日
（
土
）

西
窪
田
区
（
藤
原
英
一
区
長
）
で
は
、

消
防
団
、
子
ど
も
会
、
女
性
の
会
、
老

人
会
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
実
行
委

員
と
な
っ
て
、
「
西
窪
田
夏
祭
り
」
を

西
窪
田
公
会
堂
で
行
い
ま
し
た
。
 

　
午
後
六
時
か
ら
、
み
ん
な
で
語
り
合
っ

て
、
飲
ん
で
、
歌
っ
て
、
食
べ
て
、
ゲ
ー

ム
を
し
て
、
暑
さ
を
忘
れ
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

西
窪
田
夏
祭
り
 

〜
献
血
運
動
推
進
協
力
団
体
へ
〜
 

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

第
三
回
文
化
祭
開
催
の
ご
案
内
 

  　
市
民
の
皆
さ
ん
と
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
桜
が
丘

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

で
文
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
人
た
ち
が
日
ご
ろ
の
活

動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

 【
日
　
時
】
　
 

　
十
月
二
十
八
日
（
土
）
 

　
〜
二
十
九
日
（
日
）
 

　
〈
雨
天
決
行
〉
 

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
 

【
場
　
所
】
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

　
1
0
8
6
9
9（
5
）9
3
2
1
 

【
催
し
物
】
 

　
◇
舞
台
発
表
・
展
示
な
ど
 

　〈
特
別
出
演
〉岡
山
県
警
察
音
楽
隊
／
桜
が
丘
小
学
校
児
童
 

　
◇
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
で
は
軽
食
を
用
意
 

　
◇
花
の
苗
を
販
売
 

　
◇
医
療
生
協
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
・
体
脂
肪
・
尿
は

　
　
無
料
、
骨
密
度
測
定
は
三
百
円
）
 

　
◇
環
境
に
優
し
い
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
展
示
と
実
演
 

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
、
ま

　
た
は
、
公
共
交
通
機
関
で
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
第
三
回
文
化
祭
実
行
委
員
長
　
吉
永
 

　
1
0
8
6（
9
５
5
）７
５
６
３
 



さ ば す し  

吉　井　支　部 

栄養
委員
の 
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◆材料（６人分） 
　¡真さば １尾 
　¡塩、酢（穀物酢）、砂糖 各適宜  
　¡すしめし ４００ｇ 
◆作り方 
　qさばは３枚におろし、表面が白くなるほ
　　ど塩をふり、一日置いて身をしめる。 
　w生酢に一日漬けて上げ、皮を丁寧にむ
　　き、甘酢に３日間ほど漬ける。 
　eすしめしを作り、ラップを広げ、皮目の
　　あるさばを下に向けて上に棒状にまと
　　めたすしめしをおく。ラップごと巻き
　　両端をきっちりと押さえて棒状に形を
　　整えて味をなれさせる。 
　r酢水で湿らせた包丁で２b幅に切り分
　　け器に盛る。 
 
●栄養委員の活動紹介 
　吉井中学校で実施している１０代の｢食｣
ポイント情報発信事業について紹介します。 
　この事業は、実態把握アンケートを基に
生徒を主体とした学校職員、栄養委員がそ
の行動に関わる背景などを話し合い、改善
に向けたアイデア、アドバイスなどを話し合っ
ていく事業です。 
　まだまだ、始まったばかりで今後どのよう
な展開になっていくのか楽しみです。 

　
赤
磐
市
栄
養
改
善
協
議
会
で
は
、

八
月
二
十
九
日
（
火
）
、
中
央
公
民

館
調
理
研
修
室
で
、
災
害
時
の
食
事

を
考
え
る
た
め
非
常
食
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
岡
山
県
備
前
県
民
局
が
八

月
三
十
日
か
ら
の
防
災
週
間
に
あ
わ
せ
、

防
災
の
意
識
啓
発
の
た
め
行
っ
た
も

の
で
、
展
示
さ
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
非

常
食
の
中
か
ら
、
お
湯
を
注
ぐ
だ
け

で
炊
き
あ
が
る
ご
は
ん
や
水
で
戻
す

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
な
ど
を
試
食
し
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
か
ら
は
「
少
し
味
は
濃
い

も
の
の
簡
単
に
で
き
て
便
利
」
「
日

ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
一
番
大
切
で
す
ね
」

な
ど
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　赤磐市夏祭りに行きました。
砂川清流太鼓が大好きで聞
きほれています。健康で素直
に育ってほしい！ 

●町苅田／羽原俊行・ 
　　　　　久美子さんの子 

羽原 優香ちゃん 

【
日
　
時
】
 

　
平
成
十
九
年
一
月
十
四
日
（
日
）
 

　
午
後
二
時
〜
 

【
場
　
所
】
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

【
連
絡
先
】
 

　
実
行
委
員
会
代
表
・
河
田
賢
太
郎
 

　
1
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５
 



８・９月のできごと 
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軽
部
小
学
校 

　
子
ど
も
た
ち
の
、
川
で
実
現
し
た
い
夢
を
募
集

し
た
河
川
環
境
管
理
財
団
主
催
の
「
集
ま
れ
！
水

夢
き
っ
ず
」
で
六
年
生
の
企
画
「
水
上
基
地
を
つ

く
ろ
う
」
が
、
大
賞
を
受
賞
し
、
八
月
二
十
五
日

（
金
）
に
そ
の
夢
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

五
年
生
の
希
望
者
も
参
加
し
、
専
門
家
の
指
導
を

受
け
て
水
上
基
地
づ
く
り
や
川
の
安
全
講
習
、
川

流
れ
体
験
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
自
然
体
験
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

備
前
阿
波
踊
り
祭
り 

　
八
月
二
十
六
日
（
土
）
の
お
す
わ
祭
り
に
続
き
、

二
十
七
日
（
日
）
に
諏
訪
神
社
周
辺
で
備
前
阿
波
踊

り
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
す
さ
い
連
の
ほ
か
に
童
鬼
連
や
四
ツ
葉
の
会
＆
仔

の
葉
の
会
、
備
作
高
校
連
、
そ
し
て
阿
波
踊
り
の
本

場
徳
島
県
か
ら
来
た
大
黒
天
が
、
一
糸
乱
れ
ぬ
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
た
び
に
、
踊
り

を
一
目
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
観
客
か
ら
は
、
鳴
り
物

に
負
け
な
い
く
ら
い
の
拍
手
や
歓
声
が
起
き
て
い
ま

し
た
。 

t
美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た 

く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で 

ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
八
月
二
十
七
日
（
日
）
く
ま
や
ま
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
熊
山
公
民
館
市

民
教
養
講
座
「
渡
辺
千
賀
子
ソ
プ
ラ
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ベ
ル
カ
ン
ト
（
美

し
い
歌
声
）
が
披
露
さ
れ
、
約
三
百
五

十
人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
童
謡
や
日
本
歌
曲
、
オ
ペ
ラ
な
ど
美

し
い
歌
声
に
、
参
加
者
か
ら
は
、
「
ホ
ー

ル
中
に
響
い
て
、
と
て
も
生
の
声
と
は

思
え
な
い
」
と
、
感
動
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。 

▲手作りの水上基地で遊ぶ軽部小の児童 

▲勇壮な躍りで練り歩く童鬼連 

★全国大会出場おめでとう 
　第41回交通安全子供自転車全国大会（8月1日、2日） 
　【選手】楢原隆之介／福井康平／田淵洸太郎／末田卓巳 
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「
市
民
へ
の
お
知
ら
せ
を
分
り
や
す

く
掲
載
す
る
よ
う
に
」「
も
っ
と
、写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
見
や
す
く
」「
表

紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
す
る
よ
う
に
」

な
ど
な
ど
八
月
末
の
報
道
委
員
会
で

報
道
委
員
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
毎
月
の
発
行
に
追
わ
れ
、発
行
す
る

の
が
精
一
杯
の
日
々
、振
り
返
る
大
切

さ
を
教
え
ら
れ
た
委
員
会
で
し
た
。こ

れ
か
ら
、内
容
は
も
ち
ろ
ん
レ
イ
ア
ウ

ト
に
も
工
夫
し
な
が
ら
「
広
報
あ
か
い

わ
」
を
発
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、情
報
は
も
ち
ろ
ん
、感
想

も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,508人（－２）　 

21,752人（＋５）　 

23,756人（－７）　 

16,102世帯（＋２２） 

（9月1日現在） 

（　）は8月１日との差 

双
子
・
三
つ
子
の
集
い 

　
八
月
二
十
四
日
（
木
）
、
山
陽
保
健

セ
ン
タ
ー
で
「
双
子
・
三
つ
子
の
集
い
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
八
組
の
親
子
が
参
加
。
日

ご
ろ
の
子
育
て
や
家
事
の
悩
み
な
ど
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
赤
磐
市
の
栄
養
士
に
よ
る
か

ぼ
ち
ゃ
プ
リ
ン
を
参
加
者
み
ん
な
で
味

わ
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
陸
上 

男
子
三
段
跳
び
優
勝 

　
八
月
六
日
（
日
）
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
陸
上
男

子
三
段
跳
び
（
大
阪
市
長
居
陸
上
競
技
場
）
で
、

塩
見
将
輔
さ
ん
（
山
陽
６
丁
目
）
が
一
五
　
一

二
の
記
録
で
見
事
日
本
高
校
王
者
の
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
午
前
の
予
選
で
自
己
ベ
ス
ト
を
五

六
　
更
新
す
る
岡
山
県
高
校
新
の
一
五
　
五
三

を
跳
ん
で
文
句
な
し
の
予
選
突
破
。
周
囲
の
期

待
が
か
か
る
中
、
決
勝
一
回
目
の
試
技
で
い
き

な
り
一
五
　
一
二
の
跳
躍
。
そ
の
後
、
二
位
の

選
手
に
八
　
差
ま
で
迫
ら
れ
ま
し
た
が
、
塩
見

さ
ん
の
記
録
を
超
え
る
選
手
は
他
に
出
ず
、
勝

利
は
塩
見
さ
ん
の
手
に
。 

　
ま
た
、
塩
見
さ
ん
の
今
後
の
目
標
は
、
国
体

で
日
本
高
校
記
録
（
一
五
　
八
四
）
を
更
新
す

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

平
成
十
八
年
度
岡
山
県
学
校 

保
健
推
進
学
校
表
彰
受
賞 

　
八
月
三
日
（
木
）
、
岡
山
県
学
校
保
健
研
究
大
会

（
笠
岡
市
民
会
館
）
で
、
山
陽
北
小
学
校
が
岡
山
県

学
校
保
健
推
進
学
校
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
学
校
保
健
に
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
て
い

る
学
校
や
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。 

　
本
年
度
は
、
県
下
で
小
学
校
六
校
、
中
学
校
二
校

が
選
ば
れ
、
赤
磐
市
か
ら
は
山
陽
北
小
学
校
（
小
川

善
史
校
長
〜
四
百
七
十
三
人
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
山
陽
北
小
学
校
で
は
、
「
北
小
児
童
の
か
ら
だ
づ

く
り
を
し
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
が
自

ら
の
生
活
習
慣
や
運
動
習
慣
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
地
域
栄
養
委
員

を
招
い
て
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
栄
養
に
つ
い
て
の
食

育
指
導
や
、
月
に
二

回
『
元
気
ア
ッ
プ
タ

イ
ム
』
を
設
定
し
、

学
年
ご
と
に
楽
し
い

遊
び
や
運
動
を
実
施

す
る
な
ど
、
児
童
の

健
康
な
心
と
体
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。 

t
い
ろ
ん
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た 

▲
山
陽
支
部
栄
養
委
員
さ
ん 

　
に
よ
る
食
育
指
導 

s
三
段
跳
び
で
優
勝
し
た
塩
見
さ
ん 

　（
写
真
／
山
陽
新
聞
社
提
供
） 

ま
さ
　
ほ 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 
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■
南
佐
古
田
の
宝
篋
印
塔 

　
　
　
　（
赤
磐
市
南
佐
古
田
） 

の 

               

　
宝
篋
印
塔
は
、
「
宝
篋
印
陀

羅
尼
経
」
と
い
う
仏
教
の
お
経

を
納
め
た
塔
と
い
う
意
味
で
す
。

釈
迦
が
亡
く
な
っ
て
一
〇
〇
年

後
に
イ
ン
ド
の
阿
育
王
が
、
仏

舎
利
（
釈
迦
の
骨
）
を
納
め
た

八
万
四
千
基
の
塔
を
イ
ン
ド
全

国
に
建
立
し
た
、
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
習
い
、
中

国
の
呉
越
の
王
は
「
宝
篋
印
陀

羅
尼
経
」
を
納
め
た
八
万
四
千

基
の
銅
塔
を
作
り
、
全
国
に
配

り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
も
の
が

わ
が
国
に
も
伝
来
し
、
今
日
の

宝
篋
印
塔
の
源
流
と
な
り
ま
し

た
。
平
安
時
代
中
ご
ろ
の
こ
と

で
す
。 

　
そ
の
後
、
銅
塔
、
金
泥
塔
、

籾
塔
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、

実
際
に
今
日
の
よ
う
な
石
の
塔

が
造
ら
れ
だ
し
た
の
は
鎌
倉
時

代
以
降
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

鎌
倉
時
代
中
ご
ろ
か
ら
は
墓
塔
、

供
養
塔
と
し
て
各
地
に
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
宝
篋
印
塔
は
、

下
か
ら
順
番
に
、
基
礎
、
塔
身
、

笠
、
相
輪
の
四
つ
の
部
分
か
ら

形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
番

上
の
相
輪
部
分
以
外
は
四
角
い

形
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
部
分
は
造
立
さ
れ
た
時
代
の

特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
塔
身
部
分
は
本
尊

で
あ
る
仏
の
姿
や
種
字
を
刻
む

こ
と
か
ら
、
中
心
部
分
と
い
え

ま
す
。 

　
さ
て
、
地
区
の
氏
神
で
あ
る

天
津
神
社
か
ら
二
〇
〇
　
ほ
ど

西
に
向
か
っ
た
尾
根
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
ま
だ

ま
だ
残
暑
の
厳
し
い
折
で
し
た

が
、
現
地
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

目
当
て
と
す
る
宝
篋
印
塔
は
、

地
元
の
人
の
手
に
よ
り
下
草
が

き
れ
い
に
刈
り
払
わ
れ
、
手
入

れ
の
行
き
届
い
た
一
角
に
五
輪

塔
と
並
ん
で
立
っ
て
い
ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
に
は
「
若
宮
様
」
と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
社
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
宝
篋
印
塔
は
残
念
な

こ
と
に
、
相
輪
部
分
と
塔
身
部

分
は
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、

他
の
も
の
に
置
き
か
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
残
っ
て
い

る
笠
の
隅
飾
り
部
分
の
特
徴
や
、

基
礎
部
分
に
彫
ら
れ
た
模
様
か

ら
は
、
鎌
倉
時
代
の
特
徴
が
よ

く
表
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
基
礎
部
分
に
は
次
の

よ
う
な
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
風
化
の
た
め
、
今
で
は
か

な
り
判
読
し
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

　
『
嘉
暦
二
年 

　
　
右
志
聖 

　
　
霊
沙
彌 

　
　
妙
行
玉
林 

　
　
生
死
往
生 

　
　
極
楽
界
也 

　
　
十
二
月
三
日 

　
　
丁
夘
四
月
一
日
死
』 

 

　
こ
の
銘
文
か
ら
、
嘉
暦
二
年

（
一
三
二
七
）
四
月
一
日
に
妙

行
と
い
う
名
前
の
沙

弥
（
僧
）
が
没
し
た

た
め
、
十
二
月
三
日

に
そ
の
墓
塔
と
し
て

造
立
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

　
石
蓮
寺
に
関
連
す

る
寺
跡
や
城
跡
の
伝

承
が
残
る
一
角
に
あ

た
り
、
周
辺
に
点
在

す
る
宝
篋
印
塔
や
五

輪
塔
と
と
も
に
、
地

区
の
人
た
ち
に
大
切

に
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
） 

　 

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う 

ほ
う 

き
ょ
う 

い
ん 

だ 

ら 

に 

き
ょ
う 

し
ゃ  

か 

し
ゃ  

り 

ご
　
え
つ 

こ
ん 

で
い 

も
み 

ア
シ
ョ
カ 

ぶ
っ 

ぼ
　
と
う 

と
う 

し
ん 

そ
う 

り
ん 

ほ
ん 

ぞ
ん 

し
ゅ  

じ 

め
い 

か
り
ゃ
く 

し
ゃ 

み 

軽部保育園 

赤坂中学校 

赤坂支所 

軽部小学校 

至 和気町 

赤坂ファミリー公園 

宝篋印塔 

→ 

平成18年10月1日 

あかいわ 
広報 

平成18年10月1日 

相輪（そうりん） 

笠（かさ） 

塔身（とうしん） 

基礎（きそ） 

宝珠（ほうじゅ） 

隅飾（すみかざり） 

種
子 

し
ゅ
じ 

メ
ー 

ト
ル 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 
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